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ﾁ
　　　　　　　7　　　6
　　　　　　　　　　　4
・・
垂?
　　　？
　　　6
　　　　昆
x〃x
ｪ
　　4　4
　　4写
　　　　）
中
国
史
童
日
対応なし
梁書
〃（伝）
魏　　書
陳　　書
北斉書
晴書
〃（伝）
南史
〃（伝）
北史
〃（伝）
旧唐書
〃（伝）
新唐書
〃（伝）
唐会要
通　　典
太平御覧
冊府元亀
資治通鑑
○○
褒褒褒封朝朝朝朝朝　互
内
容
後
唐
、
王
逢
規
を
冊
命
新
羅
使
物
賜
う
後
唐
へ
入
貢
高
麗
、
後
百
済
、
呉
越
へ
寄
書
高
麗
、
契
丹
へ
入
貢
後
百
済
、
契
丹
へ
入
貢
天
竺
国
人
、
高
麗
へ
高
麗
、
後
唐
へ
遣
使
高
麗
、
後
唐
へ
遣
使
後
唐
へ
入
貢
後
唐
、
王
建
を
冊
命
後
唐
、
高
麗
王
妻
を
封
後
唐
、
高
麗
王
を
冊
命
後
唐
へ
入
貢
高
麗
、
後
唐
と
市
易
渤
海
世
子
高
麗
へ
投
附
高
麗
、
後
唐
へ
入
貢
　
〃
後
唐
へ
入
貢
高
麗
、
後
唐
へ
入
貢
備
考
に
も
あ
り
『
五
代
会
要
』
に
あ
り
　
〃『
五
代
会
要
』
『
旧
五
代
史
』
『
高
麗
史
』
『
節
要
』
に
も
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
朝
「
頸
萱
伝
」
『
遺
事
』
『
高
麗
史
』
『
節
要
』
に
あ
り
『
遼
史
』
に
あ
り
「
甑
萱
伝
」
に
あ
り
『
高
麗
史
』
『
節
要
』
に
も
あ
り
『
五
代
会
要
』
『
五
代
史
』
『
旧
五
代
史
』
に
あ
り
『
五
代
会
要
』
『
旧
五
代
史
』
『
高
麗
史
』
『
節
要
』
に
も
あ
り
『
五
代
会
要
』
『
旧
五
代
史
』
『
五
代
史
』
に
も
あ
り
　
〃『
五
代
会
要
』
に
も
あ
り
『
高
麗
史
』
『
節
要
』
に
も
あ
り
『
五
代
史
』
に
あ
り
『
高
麗
史
』
に
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
互
『
五
代
会
要
』
に
あ
り
　
〃
　
　
　
『
高
麗
史
』
『
節
要
』
に
あ
り
（
注
）
1
　
”
対
応
な
し
”
と
は
、
『
三
国
史
記
』
の
記
事
に
対
応
す
る
認
事
が
中
国
史
書
に
見
え
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
中
国
史
書
に
見
え
な
い
事
項
が
『
三
国
史
記
』
に
あ
る
事
を
　
示
す
。
2
　
中
国
史
書
の
（
伝
）
は
東
夷
伝
を
表
わ
す
。
3
　
中
国
史
料
の
『
冊
府
元
亀
』
の
欄
の
略
称
は
次
の
如
し
。
朝
↓
外
臣
部
朝
貢
　
封
↓
同
封
冊
　
褒
↓
同
褒
異
　
交
↓
同
交
侵
　
納
↓
同
納
質
　
請
↓
同
請
求
　
備
↓
同
備
　
禦
　
互
↓
同
互
市
　
通
↓
同
通
好
　
鰻
↓
同
輯
訳
　
姦
↓
同
姦
詐
　
宴
↓
帝
王
部
宴
享
　
征
↓
同
征
討
　
却
ー
同
却
貢
献
　
来
↓
同
来
遠
　
拓
↓
将
帥
部
拓
土
　
立
↓
同
立
　
功
　
選
↓
同
選
将
。
な
お
、
複
数
存
在
す
る
場
合
に
は
備
考
欄
に
記
し
た
。
4
　
備
考
欄
の
‡
印
は
関
連
記
事
を
表
わ
す
。
ま
た
書
名
の
略
称
は
次
の
如
し
。
『
遺
事
』
↓
『
三
国
遺
事
』
、
『
節
要
』
↓
『
高
麗
史
節
要
』
。
5
　
（
　
）
で
く
く
っ
た
記
事
は
羅
紀
以
外
の
史
料
に
よ
る
新
羅
以
外
の
朝
鮮
半
島
の
国
と
中
国
と
の
交
渉
記
事
を
表
わ
す
。
『三国史記』記載対中国関係記事について35
を
と
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
（
8
）
え
る
。
右
掲
表
か
ら
該
当
す
る
も
の
を
摘
出
し
、
検
討
を
加
　
（
a
）
　
一
二
番
　
「
邊
使
於
梁
。
貢
方
物
。
」
　
当
記
事
に
関
連
す
る
中
国
史
料
は
、
次
の
如
し
。
①
『
梁
書
』
武
帝
紀
普
通
二
年
　
冬
十
一
月
。
百
濟
新
羅
國
各
献
邊
使
方
物
。
②
『
梁
書
』
新
羅
伝
　
普
通
二
年
　
王
姓
募
名
秦
。
始
使
使
隠
百
濟
奉
献
方
物
。
③
『
南
史
』
梁
本
紀
　
普
通
二
年
　
冬
十
一
月
。
百
濟
新
羅
國
各
邉
朝
貢
。
④
『
南
史
』
新
羅
伝
　
普
通
二
年
　
王
姓
募
名
泰
。
始
使
使
随
百
濟
奉
献
方
物
。
⑤
『
通
典
』
辺
防
新
羅
　
王
姓
慕
名
泰
。
始
使
人
随
百
濟
獄
方
物
。
（
後
略
）
⑥
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
鞭
課
　
普
通
二
年
　
新
羅
王
募
秦
。
始
遣
使
随
百
濟
奉
献
。
（
後
略
）
　
羅
紀
、
中
国
諸
史
料
と
も
短
文
で
、
比
較
は
難
し
い
。
し
か
し
こ
の
遣
使
が
百
済
に
随
伴
し
た
も
の
で
あ
り
、
到
着
が
十
一
月
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
中
国
諸
史
料
を
合
成
す
れ
ば
よ
り
豊
富
な
記
載
が
可
能
で
あ
る
の
に
、
羅
紀
編
者
は
そ
の
方
法
を
採
ら
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
記
載
に
際
し
重
視
さ
れ
た
史
料
”
依
拠
書
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
新
羅
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
名
「
募
（
慕
）
秦
（
泰
）
」
に
注
目
す
る
と
、
羅
紀
法
興
王
即
位
紀
に
記
載
さ
れ
た
法
興
王
の
諌
「
原
宗
」
に
は
次
の
よ
う
な
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
　
「
冊
…
府
一
兀
麺
。
姓
菓
万
名
泰
。
」
先
に
見
た
よ
う
に
、
新
羅
王
「
募
（
慕
）
秦
（
泰
）
」
の
名
を
伝
え
る
中
国
史
料
は
複
数
存
在
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
中
か
ら
『
冊
府
元
亀
』
を
選
ん
で
注
記
し
て
い
る
の
は
、
小
稿
の
主
題
に
と
っ
て
示
唆
的
で
あ
る
。
＝
一
番
記
事
に
は
月
次
、
百
済
随
伴
の
記
載
が
な
く
、
そ
の
点
で
⑥
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
縫
訳
の
記
事
と
最
も
近
い
。
以
上
か
ら
、
あ
る
い
は
羅
紀
の
文
章
は
⑥
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
冊
府
元
亀
』
〉
『
梁
書
』
『
南
史
』
『
通
典
』
。
（
b
）
　
一
九
番
、
一
二
番
36
　
（
一
九
〉
「
夏
六
月
。
邉
使
於
陳
。
獣
方
物
。
」
①
『
陳
書
』
本
紀
　
光
大
二
年
　
七
月
。
戊
申
。
新
羅
國
遣
使
献
方
物
。
②
『
南
史
』
陳
本
紀
　
光
大
二
年
　
秋
七
月
戊
申
。
新
羅
國
遣
使
朝
貢
。
③
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
朝
貢
（
以
下
、
「
朝
貢
』
と
略
す
）
光
大
二
年
　
六
月
。
新
羅
國
遣
使
獄
方
物
。
　
（
二
一
）
「
遣
使
於
陳
。
貢
方
物
。
」
一
九
番
記
事
に
関
連
す
る
中
国
史
料
は
①
⑧
が
「
遣
使
献
方
物
」
、
②
が
「
邊
使
朝
貢
」
と
い
う
語
句
の
違
い
が
あ
る
が
、
定
型
化
し
た
も
の
で
比
較
は
難
し
い
。
し
か
し
「
獣
方
物
」
に
注
目
す
れ
ば
①
③
が
よ
り
近
く
、
さ
ら
に
①
は
新
羅
の
遣
使
を
七
月
戊
申
と
す
る
事
か
ら
、
羅
紀
の
記
載
は
①
で
は
な
く
、
③
臨
『
朝
貢
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
冊
府
元
亀
』
〉
『
陳
書
』
『
南
史
』
。
　
次
に
二
一
番
記
事
は
関
連
中
国
史
料
が
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
が
、
『
陳
書
』
に
記
さ
れ
た
月
次
を
採
ら
な
い
。
そ
の
点
で
は
『
朝
貢
』
、
あ
る
い
は
『
南
史
』
に
拠
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
留
保
し
て
お
く
。
（
c
）
　
八
九
番
中
国
諸
史
料
と
の
対
応
関
係
を
示
せ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
（
八
九
）
　
　
　
夏
四
月
　
　
。
大
唐
　
以
我
　
國
爲
　
鶏
林
　
大
都
督
（『
兼
o
早
x
新
羅
伝
）
　
　
　
　
　
　
詔
以
　
其
國
爲
　
鶏
林
州
　
都
督
（『
i
?
v
』
新
羅
）
四
月
　
　
。
　
　
詔
以
新
羅
國
　
置
鶏
林
州
大
都
督
　
（
1
0
）
（『
封
?
x
）
　
　
　
四
月
　
　
。
　
　
詔
以
新
羅
國
爲
　
鶏
林
　
大
都
督
（『
綜
｡
通
鑑
」
）
　
　
四
月
乙
未
。
置
鶏
林
　
大
都
督
　
府
。
　
　
　
　
以
　
王
爲
　
　
　
　
　
鶏
林
州
大
都
督
　
　
。
　
府
。
　
　
　
　
　
　
　
　
捜
法
敏
　
鶏
林
州
　
都
督
　
　
。
　
府
。
　
　
　
　
　
　
　
　
捜
法
敏
　
鶏
林
　
大
都
督
府
。
　
府
。
　
　
　
　
以
新
羅
王
金
　
法
敏
爲
鶏
林
州
大
都
督
　
　
。
　
府
於
新
羅
國
。
以
　
金
法
敏
爲
　
　
　
之
。
中
国
諸
史
料
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
羅
紀
に
あ
る
「
爲
魏
林
大
都
督
府
」
「
爲
鶏
林
州
大
都
督
」
両
語
句
は
、
『
封
冊
』
の
み
と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
記
事
は
『
封
冊
』
を
転
載
し
た
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
冊
府
元
亀
』
〉
『
旧
唐
書
』
『
唐
会
要
』
『
資
治
通
鑑
』
。
　
（
d
）
　
一
二
五
番
　
「
唐
高
宗
遣
使
珊
立
爲
新
羅
王
。
循
襲
先
王
官
爵
。
」
①
『
旧
唐
書
』
本
紀
開
耀
元
年
　
冬
十
月
丁
亥
。
新
羅
王
金
法
敏
莞
。
伽
以
其
子
政
襲
位
。
②
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
　
法
敏
以
開
耀
元
年
卒
。
其
子
政
明
嗣
位
。
③
『
唐
会
要
』
新
羅
開
耀
元
年
　
法
敏
卒
。
遣
使
珊
立
其
子
政
明
爲
王
。
伽
襲
父
官
爵
。
④
『
封
冊
』
　
開
耀
元
年
　
十
月
。
新
羅
王
金
法
敏
莞
。
遣
珊
立
其
子
政
明
爲
新
羅
王
。
⑤
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
　
開
耀
元
年
　
冬
十
月
丁
亥
。
新
羅
王
法
敏
卒
。
遣
使
立
其
子
政
明
。
伍
襲
父
官
爵
。
37　　『三国史記』記載対中国関係記事について
　
定
型
化
し
た
冊
封
記
事
で
あ
り
、
短
文
で
あ
る
の
で
文
章
の
比
較
は
難
し
い
が
、
「
爲
新
羅
王
」
「
侃
襲
＊
＊
官
爵
」
両
語
句
と
も
見
え
る
の
が
④
の
み
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
『
冊
封
元
亀
』
〉
『
旧
唐
書
』
『
唐
会
要
』
『
資
治
通
鑑
』
。
　
但
し
、
④
、
及
び
①
、
⑤
に
は
、
こ
の
冊
立
が
十
月
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
が
、
羅
紀
に
は
そ
の
月
次
を
採
ら
な
い
。
留
意
。
　
（
e
）
　
一
三
三
番
、
二
〇
〇
番
、
二
〇
五
番
、
ご
二
二
番
、
二
四
九
番
　
（
一
三
三
）
「
春
正
月
。
遣
使
入
唐
貢
方
物
。
」
①
『
唐
会
要
』
新
羅
　
（
長
壽
）
三
年
。
遣
使
來
朝
。
②
『
朝
貢
』
長
安
三
年
　
正
月
。
新
羅
（
中
略
）
遣
使
朝
貢
。
月
次
を
も
記
す
②
に
よ
っ
た
と
考
え
る
。
『
冊
府
元
亀
』
〉
『
唐
会
要
』
。
　
二
〇
〇
番
、
二
二
二
番
記
事
も
同
様
に
、
月
次
を
も
記
す
『
朝
貢
』
を
転
載
す
る
。
ま
た
二
〇
五
番
記
事
は
、
『
朝
貢
』
と
『
唐
会
要
』
は
ほ
ぼ
同
文
な
が
ら
、
「
献
馬
」
の
語
が
あ
り
記
載
が
詳
細
な
『
朝
貢
』
に
拠
り
、
二
四
九
番
記
事
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
記
載
の
詳
細
な
『
朝
貢
』
を
転
載
し
て
い
る
。
　
以
上
、
当
項
の
検
討
を
通
し
て
、
羅
紀
編
者
の
中
国
史
料
に
対
す
る
態
度
と
し
て
次
の
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
　
（
A
）
　
「
『
冊
府
元
亀
』
の
重
視
」
　
　
　
I
C
　
同
一
事
件
に
対
す
る
複
数
の
中
国
史
料
が
存
在
し
、
各
々
が
異
な
っ
た
内
容
を
伝
え
る
揚
合
、
編
者
は
ど
の
様
な
立
場
を
と
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
（
a
）
　
三
九
番
、
四
〇
番
　
（
三
九
）
　
「
冬
十
一
月
。
遣
使
大
唐
朝
貢
。
因
訟
高
句
麗
塞
路
。
使
不
得
朝
。
　
　
　
　
　
且
敏
優
入
。
」
　
（
四
〇
）
　
「
秋
七
月
。
邉
使
大
唐
朝
貢
。
唐
高
租
遣
朱
子
奢
來
。
詔
諏
與
高
　
　
　
　
　
句
麗
連
和
。
」
　
中
国
史
書
に
は
両
年
の
朝
鮮
三
国
と
唐
と
の
交
渉
を
、
以
下
の
如
く
伝
え
る
。
①
『
朝
貢
』
武
徳
八
年
　
十
一
月
。
新
羅
百
濟
並
邊
使
朝
貢
。
②
『
新
唐
書
』
高
麗
伝
　
明
年
（
武
徳
八
？
）
新
羅
百
濟
上
書
。
言
建
武
閉
道
。
使
不
得
朝
。
且
敷
侵
入
。
　
有
詔
散
騎
侍
郎
朱
子
奢
持
節
論
和
。
建
武
謝
罪
。
乃
請
與
二
國
卒
。
③
『
旧
唐
書
』
本
紀
武
徳
九
年
　
是
年
。
高
麗
（
中
略
）
百
濟
（
中
略
）
新
羅
（
中
略
）
遣
使
朝
貢
。
④
『
旧
唐
書
』
高
麗
伝
　
武
徳
九
年
　
新
羅
百
濟
遣
使
訟
建
武
。
云
閉
其
道
路
。
不
得
入
朝
。
又
相
與
有
隙
。
屡
相
　
侵
掠
。
詔
員
外
散
騎
侍
郎
朱
子
奢
往
和
解
之
。
建
武
奉
表
謝
罪
。
請
與
新
羅
　
封
使
會
明
。
⑤
『
旧
唐
書
』
百
済
伝
　
因
訟
高
麗
閉
道
路
。
不
許
來
通
中
國
．
詔
遣
朱
子
奢
往
和
之
。
⑥
『
新
唐
書
』
百
済
伝
　
後
五
年
（
武
徳
九
）
。
漱
明
光
鎧
。
且
訟
高
麗
梗
貢
道
。
⑦
『
旧
唐
書
』
朱
子
奢
伝
　
貞
観
初
。
高
麗
百
濟
同
伐
新
羅
。
連
兵
敏
年
不
解
。
新
羅
遣
使
告
急
。
乃
假
　
子
奢
員
外
散
騎
侍
郎
充
使
。
喩
可
以
繹
三
國
之
憾
。
雅
有
儀
観
。
東
夷
大
欽
　
敬
之
。
三
國
王
皆
上
表
謝
罪
。
賜
遣
甚
厚
。
⑧
『
朝
貢
』
武
徳
九
年
　
七
月
。
新
羅
遣
使
朝
貢
。
⑨
『
朝
貢
』
武
徳
九
年
　
十
二
月
。
高
麗
百
濟
並
遣
使
朝
貢
。
⑩
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
武
徳
九
年
　
新
羅
百
濟
高
麗
三
國
有
宿
仇
。
迭
相
攻
撃
。
上
遣
國
子
助
教
朱
子
奢
。
往
諭
　
指
。
三
國
皆
上
表
謝
罪
。
　
以
上
の
中
国
史
料
か
ら
は
、
a
新
羅
、
百
済
が
高
句
麗
の
非
道
を
訴
え
、
b
唐
が
朱
子
奢
を
派
遣
、
c
高
句
麗
等
が
陳
謝
す
る
と
い
う
、
こ
の
事
件
の
大
筋
が
復
原
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
年
月
次
や
子
細
に
つ
い
て
は
情
報
が
混
乱
し
、
細
部
に
わ
た
る
事
件
の
推
移
を
復
原
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
a
に
つ
い
て
は
、
②
の
み
が
武
徳
八
年
と
伝
え
、
④
⑥
⑩
は
武
徳
九
年
と
す
る
。
前
者
を
採
る
な
ら
ば
①
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
、
後
者
を
採
れ
ば
⑧
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。
但
し
⑧
に
は
百
済
の
遣
使
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
問
題
が
残
る
。
ま
た
c
に
つ
い
て
は
、
⑦
⑩
が
三
国
と
も
に
上
表
謝
罪
し
た
と
す
る
が
、
⑨
に
は
新
羅
の
名
が
見
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
点
を
勘
案
し
て
、
試
み
に
、
当
事
件
の
推
移
を
再
構
成
し
て
み
た
い
。
　
ま
ず
a
、
b
に
つ
い
て
。
④
⑩
は
b
を
武
徳
九
年
と
伝
え
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
両
史
料
に
は
、
a
が
、
こ
の
朱
子
奢
派
遣
の
理
由
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
④
⑩
の
主
眼
は
朱
子
奢
派
遣
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
う
考
え
れ
ば
新
羅
、
百
済
の
遣
使
は
必
ず
し
も
武
徳
九
年
と
す
る
必
要
は
な
い
。
逆
に
、
②
は
a
を
伝
え
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
b
を
そ
の
結
果
と
し
て
付
し
た
と
考
え
れ
ば
、
④
⑩
と
②
と
の
間
に
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
a
は
武
徳
八
年
、
b
は
武
徳
九
年
の
史
実
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
①
に
見
る
新
羅
遣
使
は
a
を
伝
え
た
も
の
と
し
、
a
に
十
一
月
と
い
う
月
次
を
加
筆
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
次
に
c
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
高
句
麗
が
謝
罪
の
た
め
に
遣
使
し
た
こ
と
は
②
④
に
あ
り
、
③
⑨
⑩
と
も
矛
盾
し
な
い
。
問
題
は
新
羅
、
百
済
も
高
句
麗
と
同
時
に
遣
使
し
た
と
す
る
⑭
と
、
③
⑧
⑨
と
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
③
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
武
徳
九
年
に
三
国
が
遣
使
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
三
国
が
同
時
に
遣
使
し
た
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
憶
測
で
あ
る
が
、
⑩
に
三
国
が
謝
罪
の
た
め
に
遣
使
し
た
と
す
る
の
は
こ
の
史
料
に
引
か
れ
た
か
、
あ
る
い
は
記
事
の
内
容
か
ら
加
筆
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
⑨
に
あ
る
百
済
と
高
句
麗
の
遣
使
こ
そ
が
、
こ
の
事
件
の
結
末
、
す
な
わ
ち
高
句
麗
の
謝
罪
使
と
百
済
の
返
礼
を
伝
え
た
も
の
と
考
え
た
い
。
新
羅
の
遣
使
に
つ
い
て
は
⑨
に
は
見
え
ず
、
ま
た
、
⑧
に
遺
使
し
た
と
あ
る
。
こ
こ
で
⑧
の
遣
使
が
新
羅
の
当
事
件
に
対
す
る
返
礼
を
伝
え
た
も
の
と
考
え
る
に
は
、
右
の
⑨
検
討
か
ら
時
期
的
に
無
理
が
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
⑧
は
、
新
羅
が
高
句
麗
の
非
道
を
重
ね
て
訴
え
た
か
、
あ
る
い
は
当
事
件
と
は
無
関
係
で
、
新
羅
は
返
礼
使
を
送
ら
な
か
っ
た
と
理
解
し
た
い
。
以
上
の
検
討
か
ら
、
当
期
の
唐
と
朝
鮮
三
国
と
の
交
渉
を
再
構
成
す
れ
ば
次
の
如
し
。
　
武
徳
八
年
十
一
月
　
新
羅
と
百
済
、
高
句
麗
の
非
道
を
訴
訟
　
武
徳
九
年
　
七
月
　
新
羅
使
至
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
、
朱
子
奢
派
遣
　
　
　
　
　
十
二
月
　
高
句
麗
の
謝
罪
使
、
百
済
の
返
礼
使
至
る
『三国史記』記載対中国関係記事について39
　
さ
て
、
麗
紀
、
済
紀
に
は
当
事
件
を
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。
麗
紀
栄
留
王
九
年
条
（
六
二
六
　
武
徳
九
年
）
　
新
羅
百
濟
遣
使
於
唐
上
言
。
高
句
麗
閉
道
。
使
不
得
朝
。
叉
屡
相
侵
掠
。
帝
　
遣
散
騎
侍
郎
朱
子
奢
持
節
論
和
。
王
奉
表
謝
罪
。
請
與
二
國
卒
。
済
紀
武
王
二
十
六
年
条
（
六
二
五
　
武
徳
八
年
）
　
冬
十
一
月
。
遣
使
入
唐
朝
貢
。
済
紀
武
王
二
十
七
年
条
（
六
二
六
　
武
徳
九
年
）
　
逡
使
入
唐
漱
明
光
鎧
。
因
訟
高
句
麗
梗
道
路
。
不
許
來
朝
上
國
。
高
租
遣
散
　
騎
常
侍
朱
子
著
。
來
訟
論
我
及
高
句
麗
平
其
怨
。
　
冬
十
二
月
。
邉
使
入
唐
朝
貢
。
　
三
本
紀
の
記
載
と
中
国
史
料
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
羅
紀
の
三
九
番
記
事
の
依
拠
書
と
し
て
①
②
が
指
摘
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
十
一
月
」
は
①
、
「
使
不
得
朝
。
且
敏
侵
入
。
」
は
②
に
の
み
見
え
る
。
当
記
事
は
①
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
よ
り
詳
細
な
記
述
の
あ
る
②
の
記
載
を
加
筆
し
た
も
の
と
考
え
る
。
四
〇
番
記
事
は
、
「
七
月
」
と
い
う
月
次
が
⑧
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
他
は
特
定
で
き
な
い
。
　
次
に
麗
紀
の
文
章
は
、
②
④
を
合
成
し
て
作
っ
て
い
る
。
他
史
料
に
は
異
な
っ
た
語
句
も
あ
る
の
に
あ
え
て
②
④
に
依
拠
す
る
の
は
、
そ
れ
が
高
麗
伝
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
a
に
つ
い
て
は
羅
紀
が
採
用
し
た
①
の
月
次
を
採
ら
な
い
。
ま
た
、
筆
者
は
、
⑨
に
あ
る
十
二
月
の
遣
使
が
c
で
あ
る
と
推
察
し
た
が
、
麗
紀
で
は
こ
の
⑨
を
採
ら
な
い
。
こ
れ
は
麗
紀
編
者
が
、
高
句
麗
と
直
接
関
係
の
無
い
①
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
⑨
に
つ
い
て
は
筆
者
と
同
様
の
考
証
を
し
た
上
で
、
後
述
す
る
ベ
ー
ス
と
し
た
記
事
の
尊
重
の
た
め
、
あ
え
て
月
次
を
加
筆
し
な
か
っ
た
の
だ
と
評
価
し
て
お
く
。
　
最
後
に
済
紀
に
は
、
①
⑨
が
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
a
に
つ
い
て
は
依
拠
書
が
指
摘
で
き
な
い
が
、
「
献
明
光
鎧
」
の
字
句
を
⑥
か
ら
補
っ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
羅
紀
が
①
を
a
と
関
連
さ
せ
て
記
載
す
る
の
に
対
し
、
済
紀
で
は
麗
紀
と
同
様
、
そ
う
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
羅
紀
と
済
紀
、
麗
紀
の
編
者
が
異
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
　
以
上
の
検
討
の
結
果
か
ら
、
『
三
国
史
記
』
編
者
が
中
国
史
料
を
利
用
す
る
際
の
態
度
と
し
て
、
一
応
、
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
B
）
　
「
各
本
紀
に
於
て
、
直
接
関
係
し
な
い
事
項
は
省
略
す
る
こ
と
も
あ
　
　
り
う
る
。
」
羅
紀
に
於
て
は
①
を
a
と
関
連
さ
せ
て
記
載
す
る
の
に
対
し
、
　
　
麗
紀
に
①
の
月
次
を
採
ら
な
い
の
は
こ
れ
に
よ
る
。
そ
う
考
え
て
よ
け
れ
　
　
ば
、
「
三
国
史
記
』
編
者
は
、
筆
者
が
試
み
た
よ
う
に
関
係
史
料
を
す
べ
　
　
て
勘
案
し
て
史
的
事
実
を
再
構
成
し
た
上
で
記
載
を
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
　
　
別
の
方
法
に
よ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
　
（
C
）
「
ベ
ー
ス
に
な
る
記
事
を
選
び
、
そ
の
記
述
を
尊
重
し
た
。
」
　
ベ
ー
　
　
ス
と
す
る
記
事
の
選
択
基
準
と
し
て
は
、
当
記
事
の
検
討
か
ら
は
「
最
も
　
　
詳
細
な
記
述
の
あ
る
も
の
」
が
一
つ
の
候
補
と
な
ろ
う
が
、
な
お
検
討
を
　
　
要
す
る
。
　
（
D
）
　
「
で
き
る
だ
け
詳
細
な
語
句
を
拾
遺
し
た
。
」
　
済
紀
に
「
献
明
光
鎧
」
　
　
の
語
句
を
補
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
月
次
は
例
と
し
な
い
こ
　
　
と
に
注
意
。
麗
紀
に
於
て
⑨
の
月
次
を
と
ら
な
い
の
は
、
麗
紀
が
月
次
を
　
　
記
さ
な
い
②
④
を
ベ
ー
ス
に
し
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
（
C
Y
　
　
V
（
D
）
。
（
b
）
　
七
六
番
、
七
七
番
40
　
（
七
六
）
　
「
春
正
月
。
高
句
麗
與
百
濟
鞍
鞠
連
兵
。
侵
軟
我
北
境
。
取
三
十
　
　
　
　
　
三
城
。
遣
使
入
唐
救
援
。
」
　
（
七
七
）
　
「
三
月
。
唐
遣
管
州
都
督
程
名
振
。
左
右
衛
中
郎
將
蘇
定
方
。
登
　
　
　
　
　
兵
撃
高
句
麗
。
」
①
『
旧
唐
書
』
本
紀
永
徽
六
年
　
三
月
、
螢
州
都
督
程
名
振
破
高
麗
於
貴
端
水
。
②
『
旧
唐
書
』
百
済
伝
永
徽
六
年
　
新
羅
王
金
春
秋
又
表
構
。
百
濟
與
高
麗
鯨
鞠
侵
其
北
界
。
已
波
三
十
飴
城
。
③
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
　
永
徽
六
年
　
百
濟
與
高
麗
鮭
鞠
率
兵
侵
其
北
海
。
攻
陥
三
十
鯨
壌
。
春
秋
遣
使
上
表
救
援
。
④
『
旧
唐
書
』
程
名
振
伝
　
永
徽
六
年
　
累
除
螢
州
都
督
兼
東
夷
都
護
。
又
率
兵
破
高
麗
於
貴
端
水
。
焚
其
新
城
。
殺
　
獲
甚
衆
。
⑤
『
新
唐
書
』
本
紀
　
永
徽
六
年
　
二
月
乙
丑
。
管
州
都
督
名
振
。
左
衛
中
郎
將
蘇
定
方
。
伐
高
麗
。
　
五
月
壬
午
。
及
高
麗
職
干
貴
端
水
敗
之
。
⑥
『
新
唐
書
』
高
麗
伝
　
永
徽
六
年
　
新
羅
訴
高
麗
鞍
鞘
奪
三
十
六
城
。
惟
天
子
哀
救
。
　
有
詔
。
管
州
都
督
程
名
振
。
左
衛
中
郎
將
蘇
定
方
率
師
討
之
。
至
新
城
敗
高
　
麗
兵
。
火
外
邪
及
櫨
落
引
還
。
⑦
『
新
唐
書
』
百
済
伝
　
永
徽
六
年
　
新
羅
訴
百
濟
高
麗
蛛
鞘
取
北
境
三
十
城
。
⑧
『
新
唐
書
』
新
羅
永
徽
六
年
　
百
濟
高
麗
蘇
鞠
共
伐
取
其
三
十
城
。
使
者
來
請
救
。
命
蘇
定
方
討
之
。
⑨
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
征
討
　
永
徽
六
年
　
五
月
。
程
名
振
率
兵
渡
遼
水
至
高
麗
。
以
名
振
兵
少
。
及
開
六
城
門
出
兵
。
　
渡
貴
端
水
與
名
振
合
職
。
賊
徒
大
敗
。
奔
走
過
水
。
欲
入
城
不
得
。
殺
獲
千
　
飴
人
。
名
振
縦
兵
。
焚
其
羅
郭
及
村
落
而
還
。
⑩
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
　
永
徽
六
年
　
正
月
。
高
麗
與
百
濟
鞍
輻
。
蓮
兵
侵
新
羅
北
境
。
取
三
十
三
城
。
新
羅
王
春
　
秋
遣
使
救
援
。
　
二
月
乙
丑
。
遙
螢
州
都
督
程
名
振
。
左
衛
中
郎
將
蘇
定
方
登
兵
高
麗
。
　
夏
五
月
壬
午
。
名
振
等
度
遼
水
。
高
麗
見
其
兵
少
。
開
門
度
貴
端
水
逆
職
。
　
名
振
等
奮
撃
。
大
破
之
。
殺
獲
千
鹸
人
。
焚
其
外
郭
及
村
落
而
還
。
　
先
ず
七
六
番
記
事
に
つ
い
て
。
②
③
⑥
⑦
⑧
⑩
に
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
が
あ
る
が
、
月
次
及
び
「
蓮
兵
」
、
「
三
十
三
城
」
両
語
句
は
⑩
の
み
に
あ
り
、
羅
紀
の
文
章
は
⑩
に
最
も
近
い
。
ま
た
七
七
番
記
事
は
、
麗
紀
に
も
関
連
す
る
記
載
が
あ
る
が
、
⑩
を
転
載
し
た
文
章
で
あ
る
。
い
ま
羅
紀
（
七
七
番
記
事
）
、
⑩
、
麗
紀
の
記
載
を
併
記
し
比
較
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
（
羅
紀
）
三
月
。
　
　
　
　
唐
　
　
遣
管
州
都
督
程
名
振
。
左
右
衛
中
郎
將
　
（
⑩
）
　
　
　
二
月
乙
丑
。
　
　
　
遣
管
州
都
督
程
名
振
。
左
　
衛
中
郎
將
　
（
麗
紀
）
　
　
　
二
月
。
　
　
　
高
宗
遣
螢
州
都
督
程
名
振
。
左
　
衛
中
郎
將
　
蘇
定
方
。
登
　
兵
　
撃
高
句
麗
。
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
蘇
定
方
。
鞍
　
兵
　
撃
高
　
麗
。
夏
五
月
。
　
名
振
等
度
　
遼
　
水
。
吾
人
　
蘇
定
方
。
　
將
兵
來
撃
。
　
　
　
夏
五
月
。
程
名
振
等
　
渡
遼
　
水
。
　
高
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見
其
兵
少
。
開
門
度
貴
濡
水
逆
職
。
名
振
等
奮
撃
大
克
之
。
麗
見
其
兵
少
。
開
門
度
貴
端
水
逆
職
。
名
振
等
奮
撃
大
　
破
之
。
×殺
獲
千
鯨
殺
獲
千
饒
　
人
。
焚
其
外
郭
及
村
落
而
還
　
。
　
人
。
焚
其
外
郭
及
村
落
而
　
臨
。
こ
の
よ
う
に
七
六
番
、
七
七
番
記
事
は
⑩
を
転
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
七
七
番
記
事
に
「
三
月
」
と
い
う
独
自
の
月
次
を
伝
え
る
が
、
こ
れ
は
誤
刻
の
可
能
性
を
考
え
た
い
。
こ
の
⑩
は
、
当
事
件
に
つ
い
て
最
も
詳
細
に
、
a
正
月
の
新
羅
の
遣
使
、
b
二
月
の
唐
軍
隊
の
派
遣
、
c
五
月
の
唐
と
高
句
麗
の
交
戦
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
羅
紀
に
記
載
さ
れ
る
の
は
a
b
、
麗
紀
に
は
b
c
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
国
に
直
接
関
係
す
る
部
分
以
外
は
省
略
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
前
記
（
B
）
が
確
認
で
き
る
。
　
（
c
）
　
一
一
六
番
　
「
春
正
月
。
王
納
高
句
麗
叛
衆
。
又
檬
百
濟
故
地
。
使
人
守
之
。
唐
高
宗
大
　
怒
。
詔
削
王
官
爵
。
王
弟
右
驕
衛
員
外
大
將
軍
臨
海
郡
公
仁
間
在
京
師
。
立
　
以
爲
新
羅
王
。
使
蘇
國
。
以
左
庶
子
同
中
書
門
下
三
品
劉
仁
軌
爲
鵯
林
道
大
　
捻
管
。
衛
尉
卿
李
弼
。
右
領
軍
大
將
軍
李
謹
行
副
之
。
登
兵
來
討
。
」
①
『
旧
唐
書
』
本
紀
　
威
享
五
年
　
春
二
月
壬
午
。
遙
太
子
左
庶
子
同
中
書
門
下
三
品
劉
仁
軌
爲
鶏
林
道
大
糖
管
。
　
以
討
新
羅
。
侃
令
衛
尉
卿
李
弼
。
右
領
大
將
軍
李
謹
行
副
之
。
②
『
新
唐
書
』
本
紀
　
上
元
元
年
　
春
二
月
壬
午
。
劉
仁
軌
爲
鶏
林
道
行
軍
大
練
管
。
以
伐
新
羅
。
③
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
威
享
五
年
　
納
高
麗
叛
衆
。
略
百
濟
地
守
之
。
帝
怒
。
詔
削
官
爵
。
以
其
弟
右
験
衛
員
外
　
大
將
軍
臨
海
郡
公
仁
間
爲
新
羅
王
。
自
京
師
瞬
國
。
詔
劉
仁
軌
爲
鶏
林
道
大
　
総
管
。
衛
尉
卿
李
弼
。
右
領
軍
大
將
軍
李
謹
行
副
之
。
登
兵
窮
討
。
④
『
新
唐
書
』
劉
仁
軌
伝
威
享
五
年
。
　
爲
難
林
道
大
総
管
。
東
伐
新
羅
。
仁
軌
率
兵
絶
瓠
盧
河
。
攻
大
鎭
七
重
城
。
　
破
之
。
進
爵
爲
公
。
子
及
兄
子
授
上
柱
國
者
三
人
。
州
蕪
榮
之
。
號
所
居
爲
　
樂
城
郷
三
桂
里
。
俄
拝
術
書
左
僕
射
蒙
太
子
賓
客
。
循
知
政
事
。
⑤
『
唐
会
要
』
新
羅
　
上
元
元
年
　
二
月
。
新
羅
王
金
法
敏
既
納
高
句
麗
叛
亡
之
衆
。
又
封
百
濟
故
地
。
邊
兵
守
　
之
、
帝
大
怒
。
詔
削
法
敏
官
爵
。
遣
宰
臣
劉
仁
軌
討
之
。
傍
以
法
敏
弟
右
驕
　
衛
員
外
大
將
軍
臨
海
郡
公
金
仁
問
爲
新
羅
王
。
時
仁
間
在
京
師
。
詔
令
露
國
　
以
代
其
兄
。
仁
問
行
至
中
路
。
聞
新
羅
降
。
仁
間
乃
還
。
⑥
『
冊
府
元
亀
』
帝
王
部
選
将
　
威
享
五
年
　
二
月
。
遣
太
子
左
庶
子
同
中
書
門
下
三
品
劉
仁
軌
爲
鶏
林
道
大
総
管
。
以
討
　
新
羅
。
価
令
衛
尉
卿
李
弼
。
右
領
大
將
軍
李
謹
行
副
之
。
⑦
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
上
元
元
年
　
春
正
月
壬
午
。
以
左
庶
子
同
中
書
門
下
三
品
劉
仁
軌
爲
鶏
林
道
大
練
管
。
衛
　
尉
卿
李
弼
。
右
領
軍
大
將
軍
李
謹
行
副
之
。
登
兵
討
新
羅
。
時
新
羅
王
法
敏
　
既
納
高
麗
叛
衆
。
叉
擦
百
濟
故
地
。
使
人
守
之
。
上
大
怒
。
詔
削
法
敏
官
爵
。
　
其
弟
右
睦
衛
員
外
大
將
軍
臨
海
郡
公
仁
問
在
京
師
。
立
以
爲
新
羅
王
。
使
郎
　
國
。
　
右
諸
史
料
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
劉
仁
軌
等
の
派
遣
に
つ
い
て
①
②
⑤
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⑥
は
二
月
と
し
、
⑦
の
み
羅
紀
と
同
じ
く
正
月
条
に
か
け
る
。
ま
た
羅
紀
の
語
句
は
⑦
と
よ
く
一
致
し
（
「
又
援
百
濟
故
地
」
「
使
人
守
之
」
等
）
、
以
上
か
ら
羅
紀
の
文
章
は
⑦
に
よ
っ
て
文
飾
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
⑦
に
は
仁
軌
等
の
派
遣
、
そ
の
理
由
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
羅
紀
は
、
①
③
⑤
⑥
と
同
様
、
理
由
、
派
遣
の
順
で
記
載
し
て
い
る
。
も
し
羅
紀
が
⑦
に
依
拠
し
て
書
か
れ
た
と
す
る
な
ら
、
前
述
（
C
）
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
戦
闘
の
詳
細
に
つ
い
て
記
す
④
を
利
用
し
た
形
跡
は
な
い
。
留
意
。
　
（
d
）
　
＝
一
五
番
　
「
遣
使
入
唐
。
奏
請
禮
記
井
文
章
。
則
天
令
所
司
。
爲
吉
凶
要
禮
。
井
於
文
　
館
詞
林
採
其
詞
渉
規
誠
者
。
勒
成
五
十
巻
。
賜
之
。
」
①
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
垂
摸
二
年
　
政
明
遣
使
來
朝
。
因
上
表
請
唐
禮
一
部
井
雑
文
章
。
則
天
令
所
爲
吉
凶
要
禮
。
　
井
於
文
館
詞
林
探
其
詞
渉
規
誠
者
。
勒
成
五
十
巻
以
賜
之
。
②
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
遣
使
者
朝
。
再
唐
禮
及
官
文
蹉
。
武
后
賜
吉
凶
禮
井
文
詞
五
十
篇
。
③
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
請
求
垂
撲
二
年
　
二
月
。
新
羅
王
金
政
明
邊
使
請
禮
記
一
部
井
新
文
章
。
令
所
司
窟
吉
凶
要
禮
。
　
井
於
文
館
詞
林
採
其
詞
渉
規
誠
者
。
勒
成
五
十
巻
賜
之
。
①
と
③
は
ほ
ぼ
同
文
で
、
②
よ
り
も
記
載
が
詳
細
で
あ
る
。
羅
紀
の
文
章
は
前
者
に
よ
っ
て
い
る
が
、
③
に
の
み
記
さ
れ
た
月
次
は
採
ら
な
い
。
（
e
）
　
一
六
四
番
「
冬
十
月
。
遣
大
奈
庶
金
仁
壷
入
唐
賀
。
井
獄
方
物
。
」
①
『
唐
会
要
』
新
羅
開
元
十
年
　
頻
遣
使
献
方
物
。
②
『
朝
貢
』
開
元
十
年
　
十
月
乙
巳
。
新
羅
遣
大
奈
麻
金
仁
壷
來
賀
正
。
井
献
方
物
。
当
記
事
は
よ
り
詳
細
な
記
載
の
あ
る
②
を
全
文
転
載
し
て
い
る
。
　
（
f
）
　
　
一
六
六
番
［
　
「
夏
四
月
。
遣
使
入
唐
。
献
果
下
馬
一
匹
。
牛
黄
。
人
参
。
美
髭
。
朝
霞
紬
。
　
魚
牙
紬
。
鍍
鷹
鈴
。
海
豹
皮
。
金
銀
等
。
上
表
日
。
臣
郷
居
海
曲
。
地
慮
遽
　
諏
。
元
無
泉
客
之
珍
。
本
乏
賓
人
之
貨
。
敢
將
方
産
之
物
。
塵
漬
天
官
。
駕
　
寮
之
才
。
津
臓
龍
厩
。
蠣
方
燕
家
。
散
類
楚
鶏
。
深
発
硯
顔
。
彌
増
職
汗
。
」
①
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
開
元
中
。
敏
入
朝
。
献
果
下
馬
。
朝
霞
紬
。
魚
牙
紬
。
海
豹
皮
。
②
『
唐
会
要
』
新
羅
開
元
十
二
年
　
興
光
遣
使
献
果
下
馬
二
匹
。
午
黄
。
人
参
。
頭
髪
。
朝
霞
紬
。
魚
牙
。
納
紬
。
　
鎮
鷹
鈴
。
海
豹
皮
。
金
銀
等
。
侃
上
表
陳
謝
。
③
『
朝
貢
』
開
元
十
一
年
　
十
一
年
四
月
。
新
羅
王
金
興
光
遣
使
。
献
果
下
馬
一
匹
及
午
黄
。
人
参
。
頭
　
髪
。
朝
霞
紬
。
魚
紬
牙
。
鎮
鷹
鈴
。
海
豹
皮
。
金
銀
等
。
興
光
上
言
日
。
臣
　
郷
居
海
曲
。
地
庭
遽
諏
。
元
無
泉
客
之
珍
。
本
乏
賓
人
之
貨
。
敢
將
方
産
之
　
物
。
塵
驕
天
官
。
駕
窒
之
才
。
津
繊
龍
厩
。
繭
方
燕
家
。
敢
類
楚
難
。
深
畳
　
醍
顔
。
彌
増
職
汗
。
当
記
事
は
最
も
詳
細
な
記
載
の
あ
る
③
を
全
文
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
g
）
　
一
六
七
番
　
「
二
月
。
邊
金
武
鋤
入
唐
賀
正
。
武
勲
還
。
玄
宗
降
書
日
。
卿
毎
承
正
朔
。
　
朝
貢
闘
庭
。
言
念
所
懐
。
深
可
嘉
省
。
叉
得
所
進
雑
物
等
。
並
喩
越
沿
波
。
　
践
渉
草
奔
。
物
既
精
麗
。
深
表
卿
心
。
今
賜
卿
錦
抱
金
帯
及
繰
素
共
二
千
匹
。
　
以
答
誠
献
。
至
宜
領
也
。
」
①
『
唐
会
要
』
新
羅
開
元
十
二
年
　
遣
其
臣
金
武
動
來
賀
正
。
及
武
鋤
還
。
降
書
賜
之
。
②
『
朝
貢
』
開
元
十
二
年
　
二
月
。
（
中
略
）
新
羅
逡
其
臣
金
武
動
。
（
中
略
）
來
賀
正
。
各
賜
吊
五
十
匹
。
　
放
還
蕃
。
③
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
褒
異
　
開
元
十
二
年
　
二
月
。
新
羅
遣
其
臣
金
武
勲
來
賀
正
。
　
五
月
辛
酉
。
新
羅
賀
正
使
金
武
動
還
蕃
。
上
降
書
。
謂
新
羅
王
金
興
光
日
。
　
卿
毎
承
正
朔
。
朝
貢
闘
庭
。
言
念
所
懐
。
深
可
嘉
衙
。
又
得
所
進
雑
物
等
。
　
並
鍮
越
槍
波
。
祓
渉
草
奔
。
物
既
精
麗
。
深
表
卿
心
。
今
賜
卿
錦
抱
金
帯
及
　
繰
素
共
二
千
疋
。
以
答
誠
献
。
至
宜
領
也
。
④
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
通
好
開
元
十
二
年
　
五
月
。
新
羅
賀
正
使
金
武
動
還
蕃
。
帝
降
書
。
謂
新
羅
王
金
興
光
日
。
卿
毎
　
承
正
朔
。
朝
貢
關
庭
。
言
念
所
懐
。
深
可
嘉
街
。
叉
得
所
進
雑
物
等
。
並
喩
　
越
澹
波
。
践
渉
草
奔
。
物
既
精
麗
。
深
表
卿
心
。
今
賜
卿
錦
抱
金
帯
及
繰
素
　
共
二
千
疋
。
以
答
來
献
。
至
宜
領
之
。
　
当
年
の
新
羅
入
貢
を
伝
え
る
中
国
史
料
は
①
②
③
で
あ
り
、
②
③
は
そ
れ
を
二
月
と
す
る
。
こ
の
入
貢
使
が
書
を
賜
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
の
は
①
③
④
で
③
④
は
そ
れ
を
五
月
と
す
る
。
こ
の
う
ち
③
の
記
載
が
最
も
詳
細
で
、
二
月
の
新
羅
遣
使
と
五
月
に
賜
っ
た
書
の
内
容
を
記
す
。
③
と
④
に
記
さ
れ
る
書
の
内
容
は
二
字
異
な
る
だ
け
で
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
羅
紀
に
記
載
さ
れ
た
書
の
内
容
は
③
と
全
く
一
致
す
る
。
以
上
か
ら
、
二
月
の
入
貢
と
そ
れ
に
続
い
て
書
の
内
容
を
記
す
羅
紀
の
文
章
は
、
最
も
詳
細
な
記
述
の
あ
る
③
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
③
に
あ
る
書
を
賜
っ
た
月
次
（
五
月
）
に
つ
い
て
、
記
載
を
落
と
し
て
い
る
。
　
（
h
）
　
一
八
二
番
、
一
八
四
番
（一
ｪ
二
）
「
冬
十
二
月
。
遣
王
姪
志
廉
。
朝
唐
謝
恩
。
初
帝
賜
王
白
鵬
鵡
雄
雌
　
　
　
各
一
隻
紫
羅
繍
砲
。
金
銀
錨
器
物
。
瑞
絞
錦
。
五
色
羅
繰
。
共
三
百
　
　
　
　
鹸
段
。
王
上
表
謝
日
。
伏
惟
陛
下
執
象
開
元
。
聖
文
神
武
。
慮
千
齢
　
　
　
之
昌
蓮
。
致
萬
物
之
嘉
祥
。
風
雲
所
通
。
威
承
至
徳
。
日
月
所
紹
。
　
　
　
共
被
深
仁
。
臣
地
隔
蓬
壷
。
天
慈
治
遠
。
卿
揆
華
夏
。
容
渥
箪
幽
。
　
　
　
伏
視
瑳
文
。
脆
披
玉
匡
。
含
九
雷
之
雨
露
。
帯
五
彩
之
鶴
鷺
。
鼎
恵
　
　
　
　
漿
寓
。
素
蒼
爾
妙
。
或
構
長
安
之
樂
。
或
傳
聖
圭
之
恩
。
羅
錦
彩
章
。
　
　
　
　
金
銀
費
鋼
。
見
之
者
欄
目
。
聞
之
者
驚
心
。
原
其
献
款
之
功
。
實
由
　
　
　
　
先
租
。
錫
比
非
常
之
寵
。
延
及
末
孫
。
微
数
似
塵
。
重
恩
如
嶽
。
循
　
　
　
　
涯
端
分
。
何
以
上
酬
。
詔
饗
志
廉
内
殿
。
賜
以
東
吊
。
」
（一
ｪ
四
）
「
夏
四
月
。
遣
大
臣
金
端
蜴
丹
入
唐
賀
正
。
帯
宴
見
於
内
殿
。
捜
衛
　
　
　
　
尉
少
卿
。
賜
緋
欄
抱
。
卒
漫
銀
帯
及
絹
六
十
匹
。
先
時
遣
王
姪
志
廉
　
　
　
　
謝
恩
。
献
小
馬
爾
匹
。
狗
三
頭
。
金
五
百
爾
。
銀
二
十
爾
。
布
六
十
　
　
　
　
匹
。
牛
黄
二
十
雨
。
人
蓼
二
百
斤
。
頭
髪
一
百
雨
。
海
豹
皮
一
十
六
　
　
　
　
張
。
及
是
授
志
廉
鴻
臆
少
卿
員
外
置
。
」
①
『
唐
会
要
』
新
羅
44
　
至
（
開
元
）
二
十
一
年
。
加
興
光
寧
海
軍
使
。
其
年
。
命
太
僕
卿
員
外
置
同
正
　
員
金
思
蘭
使
於
新
羅
。
思
蘭
本
新
羅
之
行
人
。
恭
而
有
禮
。
因
留
宿
衛
。
及
　
是
委
以
出
彊
之
任
。
且
便
之
也
。
前
年
。
帝
賜
興
光
白
鵬
鵡
雌
雄
各
一
。
及
　
紫
羅
繍
抱
、
金
銀
釦
器
物
、
瑞
文
繍
緋
羅
、
五
色
羅
、
繰
綾
。
共
三
百
饒
段
。
　
至
是
。
興
光
遣
使
從
姪
志
廉
奉
表
陳
謝
。
伍
奏
國
内
有
芝
草
生
。
書
圖
而
獄
。
　
二
十
年
。
又
遣
其
大
臣
金
端
端
丹
來
賀
正
。
又
遣
姪
志
廉
來
献
方
物
。
授
志
　
廉
鴻
臆
少
卿
員
外
置
同
正
員
。
賜
絹
百
疋
。
留
宿
衛
。
②
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
褒
異
　
開
元
二
十
一
年
　
十
二
月
乙
未
。
新
羅
王
興
光
遣
姪
志
廉
。
來
朝
謝
恩
也
。
初
帝
賜
興
光
白
鶴
　
鵡
雄
雌
各
一
隻
。
及
紫
羅
繍
抱
。
金
銀
鉦
器
物
。
瑞
文
錦
。
五
色
羅
線
。
共
　
三
百
鯨
段
。
興
光
表
日
。
伏
惟
陛
下
執
象
開
元
。
聖
文
神
武
。
鷹
千
齢
之
昌
　
蓮
。
致
萬
物
之
嘉
祥
。
風
雲
所
通
。
威
承
至
徳
。
日
月
所
紹
。
共
被
深
仁
。
　
臣
地
隔
蓬
壺
。
天
慈
治
遠
。
郷
膜
華
夏
。
容
澤
輩
幽
。
伏
額
環
文
。
脆
披
玉
　
厘
。
含
九
雷
之
雨
露
。
帯
五
彩
之
鶴
鷺
。
辮
悪
籔
禽
。
素
蒼
雨
妙
。
或
稻
長
　
安
之
樂
。
或
傳
聖
圭
之
恩
。
羅
錦
彩
章
。
金
銀
寳
釦
。
見
之
者
燗
目
。
聞
之
　
者
驚
心
。
原
其
献
款
之
功
。
實
縣
先
租
。
錫
此
非
嘗
之
寵
。
延
及
未
孫
。
微
　
敷
若
塵
。
重
恩
如
岳
。
循
端
分
。
何
以
上
酬
。
詔
饗
志
廉
内
殿
。
賜
以
東
吊
。
③
『
朝
貢
』
開
元
二
十
ご
年
　
（
四
月
）
新
羅
王
興
光
遣
其
大
臣
金
端
端
丹
來
賀
正
。
先
時
興
光
遣
其
姪
志
廉
　
謝
恩
獄
小
馬
雨
匹
。
狗
三
頭
。
金
百
爾
。
銀
二
千
雨
。
布
六
十
疋
。
牛
黄
二
　
十
爾
。
人
参
二
百
斤
。
頭
髪
一
百
雨
。
海
豹
皮
一
十
六
張
。
及
是
授
志
廉
鴻
　
膿
少
卿
員
外
置
。
④
「
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
褒
異
　
開
元
二
十
二
年
　
正
月
壬
子
。
新
羅
王
興
光
大
臣
金
端
端
丹
來
賀
正
。
帯
於
内
殿
宴
之
。
衛
尉
　
少
卿
員
外
賜
緋
欄
砲
。
孕
漫
。
銀
帯
及
絹
六
十
匹
。
放
還
蕃
。
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
⑤
『
文
苑
英
華
』
　
（
略
）
　
ま
ず
①
に
は
、
開
元
二
十
年
の
事
と
し
て
月
次
を
記
さ
ず
に
、
金
端
端
丹
の
入
朝
と
金
志
廉
の
入
朝
、
宿
衛
を
伝
え
る
。
両
者
は
「
又
遣
＊
＊
」
と
い
う
形
で
併
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
別
々
の
遣
使
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
金
端
蜴
丹
の
入
朝
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
他
史
料
に
は
開
元
二
十
二
年
と
伝
え
る
。
①
で
は
金
志
廉
に
つ
い
て
開
元
二
十
年
に
宿
衛
と
記
し
な
が
ら
、
二
十
一
年
に
新
羅
の
陳
謝
使
と
し
て
入
朝
し
た
と
記
し
て
お
り
不
自
然
で
あ
る
。
開
元
二
十
一
年
の
金
志
廉
入
朝
に
つ
い
て
は
他
史
料
に
も
あ
り
動
か
せ
な
い
と
す
る
と
、
上
記
金
端
端
丹
の
入
朝
と
と
も
に
金
志
廉
の
入
朝
、
宿
衛
を
記
す
①
の
開
元
二
十
年
の
記
事
は
錯
簡
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
①
の
開
元
年
間
の
記
載
は
「
十
年
」
、
「
十
二
年
」
、
「
至
十
二
年
」
、
「
至
二
十
一
年
」
、
「
二
十
年
」
、
コ
一
十
三
年
」
、
「
至
二
十
八
年
」
と
続
い
て
お
り
、
「
至
十
二
年
」
は
「
至
十
三
年
」
の
、
コ
一
十
年
」
は
前
後
の
記
事
の
配
列
か
ら
考
え
て
「
二
十
二
年
」
の
誤
刻
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
て
よ
け
れ
ぽ
、
①
に
記
載
さ
れ
た
唐
・
羅
交
渉
を
次
の
よ
う
に
復
原
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
開
元
二
十
年
　
太
宗
、
新
羅
王
に
賜
物
（
a
）
　
　
　
二
十
一
年
　
唐
、
金
思
蘭
を
新
羅
に
派
遣
、
新
羅
王
に
加
爵
　
　
　
　
　
　
　
　
金
志
廉
入
朝
、
a
に
対
し
て
謝
恩
　
　
　
二
十
二
年
　
金
端
端
丹
入
朝
、
賀
正
　
　
　
　
　
　
　
　
金
志
廉
入
朝
、
宿
衛
　
一
方
②
④
に
は
、
開
元
二
十
一
年
十
二
月
乙
未
に
太
宗
が
新
羅
王
に
賜
物
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
礼
と
し
て
金
志
廉
が
入
朝
し
、
二
十
二
年
正
月
壬
子
に
金
『三国史記』記載対中国関係記事について45
端
端
丹
が
賀
正
し
た
と
す
る
。
ま
た
③
に
は
、
二
十
二
年
四
月
に
金
端
蜴
丹
の
賀
正
と
金
志
廉
に
対
す
る
加
爵
が
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
ず
③
の
記
載
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
金
端
端
丹
の
入
朝
に
つ
い
て
、
賀
正
使
で
あ
る
彼
が
四
月
に
入
朝
し
た
と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
正
月
と
す
る
④
の
記
載
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
「
四
月
」
と
い
う
月
次
は
、
金
志
廉
の
入
朝
あ
る
い
は
彼
へ
の
加
爵
に
関
す
る
記
載
で
あ
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
間
の
事
情
を
記
し
た
史
料
と
し
て
、
同
じ
『
冊
府
元
亀
』
に
次
の
様
な
記
載
が
あ
る
。
⑥
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
助
国
討
伐
　
開
元
二
十
二
年
　
二
月
。
新
羅
王
興
光
從
弟
左
領
軍
衛
員
外
將
軍
忠
信
上
表
日
。
臣
所
奉
進
止
。
　
令
臣
執
節
本
國
。
登
兵
馬
討
除
鞍
鞠
。
有
事
績
奏
者
。
臣
自
奉
聖
旨
。
誓
將
　
致
命
。
・
當
此
之
時
。
爲
替
人
金
孝
方
身
亡
。
便
留
臣
宿
衛
。
臣
本
國
王
以
臣
　
久
侍
天
庭
。
邊
使
從
姪
志
廉
代
臣
。
今
已
到
詑
。
臣
帥
合
還
。
毎
思
前
所
奉
　
進
止
。
無
忘
夙
夜
。
陛
下
先
有
制
。
加
本
國
王
興
光
寧
海
軍
大
使
。
錫
之
腔
　
節
。
以
討
凶
残
。
皇
威
載
臨
。
錐
遠
猶
近
。
君
則
有
命
。
臣
敢
不
砥
。
蚕
爾
　
夷
俘
．
計
以
悔
禍
。
然
除
悪
務
本
。
布
憲
惟
新
。
故
出
師
。
義
貴
乎
三
申
。
　
縦
敵
患
賄
於
敏
代
。
伏
望
陛
下
因
臣
還
國
。
以
副
使
假
臣
。
蓋
將
天
旨
。
再
　
宣
殊
窩
。
宣
惟
斯
怒
釜
振
。
固
亦
武
夫
作
氣
。
必
傾
其
巣
穴
。
静
此
荒
隅
。
　
途
夷
臣
之
小
誠
。
爲
國
家
之
大
利
。
臣
等
復
乗
檸
槍
海
。
献
捷
丹
聞
。
致
毛
　
髪
之
功
。
答
雨
露
之
施
。
臣
所
望
也
。
伏
惟
陛
下
圃
之
。
帯
許
焉
。
　
実
は
、
⑥
は
一
八
三
番
記
事
の
依
拠
史
料
で
あ
っ
て
両
者
は
ほ
ぼ
同
文
な
の
だ
が
、
と
も
か
く
⑥
に
よ
っ
て
金
志
廉
は
開
元
二
十
二
年
二
月
の
時
点
で
唐
に
滞
在
し
て
お
り
、
金
忠
信
に
か
わ
る
宿
衛
の
任
を
お
び
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
志
廉
の
入
朝
は
②
に
あ
る
二
十
一
年
十
二
月
で
あ
っ
て
、
賀
正
使
た
る
金
端
端
丹
に
付
随
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
四
月
」
と
い
う
月
次
は
、
忠
信
の
帰
国
に
伴
な
い
宿
衛
の
任
に
つ
い
た
志
廉
に
対
す
る
加
爵
の
月
次
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
『
冊
府
元
亀
』
か
ら
復
原
し
得
る
当
期
の
唐
・
羅
交
渉
は
次
の
如
し
。
開
元
二
十
年
　
二
月
　
　
二
十
一
年
七
月
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
a
c
に
っ
い
て
は
詳
細
な
記
載
の
あ
る
『
冊
府
元
亀
』
　
　
　
　
　
　
　
e
に
つ
い
て
は
月
次
不
記
載
な
が
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
次
の
遺
漏
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
中
国
史
料
に
見
え
る
日
次
を
ほ
と
ん
ど
採
ら
ず
、
て
よ
い
。
月
次
に
つ
い
て
は
、
う
だ
が
、
こ
れ
を
漏
ら
す
場
合
も
あ
る
事
は
、
の
e
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
三
年
条
は
、
正
月
条
に
王
と
百
官
と
の
会
議
を
記
し
た
後
に
e
が
置
か
れ
、
い
て
四
月
条
を
立
て
て
一
八
四
番
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
二
月
」
と
い
う
月
次
を
漏
し
な
が
ら
も
、
妥
当
な
位
置
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
月
次
の
脱
落
を
す
べ
て
単
純
な
誤
刻
と
考
え
る
に
は
あ
ま
り
に
例
が
多
す
ぎ
、
一
方
、
羅
紀
編
者
の
杜
撰
と
し
て
の
み
処
理
で
き
な
い
事
は
次
の
d
f
の
事
例
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
後
者
を
特
つ
。
　
　
　
　
二
十
二
年
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
さ
て
羅
紀
に
は
、
全
文
転
載
さ
れ
、
亀
』
と
同
文
で
あ
る
。
太
宗
、
新
羅
王
に
賜
物
（
a
、
一
八
〇
番
記
事
）
唐
、
金
思
蘭
を
新
羅
に
派
遣
、
新
羅
王
に
加
爵
（
b
、
一
八
一
番
記
事
）
金
志
廉
、
金
端
端
丹
入
朝
、
志
廉
、
a
に
対
し
て
謝
恩
（
c
）
金
端
蜴
丹
賀
正
（
d
）
宿
衛
金
忠
信
上
表
（
e
、
一
八
三
番
記
事
）
唐
、
新
宿
衛
金
志
廉
に
加
爵
（
f
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
章
は
『
丹
府
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
紀
に
於
い
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
一
括
し
て
削
除
し
た
と
考
え
基
本
的
に
は
記
載
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
よ
　
　
　
　
　
　
前
項
ま
で
に
も
指
摘
し
た
。
こ
　
　
開
元
二
十
二
年
に
あ
た
る
聖
徳
王
紀
三
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
46
　
次
に
で
あ
る
が
、
先
述
の
如
く
、
f
は
金
志
廉
に
対
す
る
加
爵
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
は
『
冊
府
元
亀
』
が
f
を
記
し
た
③
史
料
を
「
朝
貢
」
と
し
て
区
分
し
て
い
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
「
褒
異
」
等
に
区
分
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
朝
貢
」
に
区
分
さ
れ
た
③
史
料
を
読
む
か
ぎ
り
金
端
端
丹
の
賀
正
は
開
元
二
十
二
年
四
月
で
あ
っ
た
と
も
解
釈
で
き
、
羅
紀
編
者
に
と
っ
て
は
④
史
料
と
の
齪
飴
が
意
識
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
す
な
わ
ち
一
八
四
番
記
事
は
、
③
史
料
に
記
す
金
端
蜴
丹
の
賀
正
の
部
分
を
削
っ
て
④
史
料
の
文
言
を
は
め
込
む
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
④
の
「
正
月
」
と
い
う
月
次
は
羅
紀
編
者
に
よ
り
意
識
的
に
削
除
さ
れ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
羅
紀
編
者
が
、
④
に
よ
っ
て
「
正
月
」
の
金
端
端
丹
の
賀
正
、
③
に
よ
っ
て
、
「
四
月
」
の
金
志
廉
へ
の
加
爵
を
記
す
と
い
う
方
法
を
採
ら
な
か
っ
た
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
羅
紀
編
者
に
と
っ
て
は
③
と
④
の
月
次
の
違
い
は
、
同
一
事
件
に
対
す
る
二
者
択
一
す
べ
き
異
伝
で
あ
り
、
こ
こ
で
捨
て
ら
れ
た
「
正
月
」
と
い
う
月
次
は
、
賀
正
使
が
四
月
に
入
朝
し
た
と
い
う
不
合
理
な
記
載
と
な
っ
て
も
、
顧
り
み
ら
れ
る
事
が
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
史
料
を
収
集
し
て
歴
史
的
事
実
を
再
構
成
し
た
上
で
記
事
作
成
を
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
事
件
に
関
す
る
復
数
の
史
料
を
検
討
し
、
個
別
に
記
事
を
作
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。
で
は
③
と
④
の
取
捨
の
要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
両
史
料
を
比
較
す
る
と
、
．
③
が
金
端
蜴
丹
の
賀
正
と
金
志
廉
へ
の
加
爵
の
二
つ
を
記
す
の
に
対
し
て
、
④
に
記
載
さ
れ
る
の
は
前
者
の
み
で
あ
る
。
羅
紀
編
者
は
③
に
記
載
さ
れ
た
二
つ
の
事
項
を
一
連
の
も
の
と
理
解
し
、
④
よ
り
詳
細
な
記
事
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
金
端
蜴
丹
の
賀
正
に
つ
い
て
は
④
に
子
細
が
あ
り
、
こ
れ
を
③
の
該
当
部
分
に
は
め
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
さ
て
右
の
様
な
手
順
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
記
事
は
、
歴
史
的
事
実
を
描
写
し
な
い
。
し
か
し
、
記
事
作
成
が
恣
意
的
な
も
の
で
な
く
、
一
つ
の
原
則
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
か
ら
の
歴
史
の
再
構
成
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
そ
の
原
則
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
尚
、
考
察
を
進
め
る
。
　
（
i
）
　
二
五
九
番
　
「
十
一
月
。
遣
使
入
唐
朝
貢
。
穆
宗
召
見
麟
徳
殿
。
宴
賜
有
差
。
」
①
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
　
元
和
十
五
年
　
十
一
月
。
遣
使
朝
貢
。
②
『
唐
会
要
』
新
羅
　
元
和
十
五
年
　
邉
使
朝
貢
。
③
『
朝
貢
』
　
元
和
十
五
年
　
十
一
月
。
新
羅
（
中
略
）
遣
使
朝
貢
。
④
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
褒
異
　
元
和
十
五
年
　
十
二
月
壬
辰
。
封
新
羅
（
中
略
）
使
干
麟
徳
殿
。
宴
賜
有
差
。
④
の
新
羅
使
は
、
①
③
に
見
え
る
十
一
月
入
貢
の
新
羅
使
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
羅
紀
編
者
も
両
者
を
同
一
の
も
の
と
判
断
し
、
①
あ
る
い
は
③
を
ベ
ー
ス
と
し
、
④
の
記
載
を
加
筆
し
た
も
の
と
考
え
る
。
H
D
　
次
に
、
中
国
史
料
に
も
対
応
記
事
が
あ
る
が
、
内
容
を
伝
え
る
記
事
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
（
a
）
　
三
六
番
、
三
八
番
そ
の
範
囲
を
越
え
て
独
自
の
「三国史記』記載対中国関係記事について47
　
（
三
六
）
「
秋
七
月
。
王
遣
使
大
唐
。
朝
貢
方
物
。
高
租
親
勢
問
之
。
遣
通
直
　
　
　
　
散
騎
常
侍
庚
文
素
來
聰
。
賜
以
璽
書
及
書
屏
風
錦
繰
三
百
段
。
」
①
『
旧
唐
書
」
新
羅
伝
武
徳
四
年
　
遣
使
朝
貢
。
高
租
親
勢
問
之
。
遣
通
直
散
騎
侍
郎
庚
文
素
往
使
焉
。
賜
以
璽
　
書
及
書
屏
風
錦
繰
三
百
段
。
自
此
朝
貢
不
絶
。
②
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
武
徳
四
年
　
王
眞
卒
遣
使
者
入
朝
。
高
租
詔
通
直
散
騎
侍
郎
庚
文
素
持
節
答
費
。
③
『
朝
貢
』
　
武
徳
四
年
　
是
月
（
十
月
）
。
新
羅
國
（
中
略
）
遣
使
朝
貢
。
　
（
ご
天
）
「
三
月
。
唐
高
租
降
使
。
冊
王
爲
桂
國
樂
浪
郡
公
新
羅
王
。
」
④
『
旧
唐
書
』
本
紀
武
徳
七
年
　
正
月
己
酉
。
新
羅
王
金
眞
卒
爲
樂
浪
郡
王
。
⑤
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
　
武
徳
七
年
　
遣
使
朋
拝
金
眞
雫
爲
桂
國
封
樂
浪
王
新
羅
王
。
⑥
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
武
徳
七
年
　
拝
柱
國
封
樂
浪
郡
王
新
羅
王
。
⑦
『
封
冊
』
武
徳
七
年
　
正
月
。
新
羅
王
金
眞
雫
爲
樂
浪
郡
王
。
⑧
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
　
武
徳
七
年
　
正
月
丁
未
。
新
羅
王
金
眞
卒
爲
樂
浪
郡
王
。
　
三
六
番
記
事
の
文
章
は
①
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
羅
紀
当
年
条
に
は
十
月
に
唐
へ
遣
使
し
た
と
い
う
記
事
は
見
え
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
羅
紀
編
者
は
①
②
③
を
同
一
の
事
件
を
伝
え
た
も
の
と
考
証
し
た
上
で
、
最
も
詳
細
な
記
載
の
あ
る
①
を
依
拠
書
と
し
て
選
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
①
を
ベ
ー
ス
と
し
た
以
上
、
③
の
月
次
を
加
筆
し
な
か
っ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
（
前
述
D
）
、
「
七
月
」
の
出
典
、
加
筆
の
理
由
は
説
明
で
き
な
い
。
　
三
八
番
記
事
は
短
文
で
あ
り
、
依
拠
書
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
④
⑦
⑧
は
こ
の
冊
名
が
正
月
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
編
紀
に
採
ら
な
い
。
　
さ
て
、
羅
紀
に
記
載
さ
れ
る
中
国
諸
王
朝
へ
の
遣
使
記
事
、
冊
封
記
事
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
諸
史
料
に
記
さ
れ
る
月
次
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
月
次
は
中
国
諸
王
朝
が
使
節
を
受
け
入
れ
、
あ
る
い
は
加
爵
を
決
定
し
た
月
次
で
あ
り
、
新
羅
が
直
接
知
り
う
る
も
の
で
は
な
い
。
新
羅
の
記
録
と
し
て
残
り
う
る
可
能
性
が
よ
り
高
い
の
は
使
節
の
発
遣
、
帰
還
、
あ
る
い
は
唐
使
到
着
の
月
次
で
あ
ろ
う
。
羅
紀
の
月
次
が
中
国
諸
史
料
と
一
致
す
る
背
景
に
は
、
羅
紀
編
者
が
こ
の
新
羅
の
記
録
を
捨
て
中
国
諸
史
料
の
引
用
を
編
纂
方
針
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
新
羅
の
記
録
が
存
9
在
し
な
い
た
め
に
中
国
諸
史
料
の
忠
実
な
引
用
を
旨
と
し
た
か
、
の
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
三
八
番
記
事
に
関
連
す
る
中
国
史
料
④
⑤
⑥
⑦
⑧
を
見
る
と
、
④
⑦
⑧
は
正
月
に
新
羅
王
へ
の
加
爵
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
み
を
記
す
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
⑤
は
そ
れ
を
新
羅
へ
伝
え
る
た
め
の
遣
使
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
正
月
の
加
爵
決
定
後
新
羅
へ
遣
使
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ぽ
、
新
羅
へ
の
到
着
に
は
な
お
数
ケ
月
を
要
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
三
六
番
記
事
に
関
連
す
る
中
国
史
料
①
②
③
の
う
ち
③
の
月
次
は
、
新
羅
朝
貢
使
が
唐
へ
到
達
し
た
後
、
正
式
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
月
次
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
朝
貢
使
が
新
羅
を
出
発
し
た
の
は
、
こ
の
月
次
よ
り
や
は
り
数
ケ
月
前
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
三
六
番
記
事
の
「
七
月
」
、
三
八
番
記
事
の
「
三
月
」
と
い
う
月
次
は
そ
れ
ぞ
れ
、
唐
使
到
着
、
朝
貢
使
出
発
の
月
次
と
し
て
史
実
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
が
新
羅
の
記
録
ロ
「
古
記
」
に
伝
48
わ
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
羅
紀
編
者
は
記
事
作
成
に
際
し
て
次
の
よ
う
な
手
順
を
踏
ん
だ
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
三
六
番
記
事
は
、
「
古
記
」
の
記
事
に
対
応
す
る
中
国
記
事
が
①
②
③
で
あ
る
こ
と
を
考
証
し
、
最
も
詳
細
な
記
述
の
あ
る
①
を
ベ
ー
ス
と
し
て
そ
の
文
体
を
壊
さ
ぬ
よ
う
心
が
け
な
が
ら
、
「
古
記
」
の
記
載
を
加
筆
し
た
、
と
。
三
八
番
記
事
も
、
依
拠
書
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
様
の
記
事
作
成
過
程
が
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
以
上
、
両
記
事
の
検
討
か
ら
、
羅
紀
編
者
の
編
纂
態
度
と
し
て
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
と
考
え
る
。
　
（
E
）
　
「
『
古
記
』
の
重
視
」
　
（
b
）
　
四
五
番
、
四
六
番
、
四
九
番
　
（
四
五
）
羅
紀
に
対
応
記
事
な
し
。
　
（
四
六
）
「
春
正
月
。
王
麗
。
詮
日
眞
平
。
葬
干
漢
只
。
唐
太
宗
詔
贈
左
光
緑
　
　
　
　
大
夫
。
照
物
二
百
段
。
古
記
云
。
貞
観
六
年
壬
辰
正
月
卒
。
両
新
唐
書
。
資
理
通
　
　
　
　
鑑
皆
云
貞
観
五
年
辛
卯
躍
王
興
平
卒
。
堂
其
誤
耶
。
」
　
（
四
九
）
「
唐
遣
使
持
節
。
班
命
王
爲
桂
國
樂
浪
郡
公
新
羅
王
。
以
襲
父
封
。
」
①
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
貞
観
五
年
　
是
歳
。
眞
竿
卒
。
無
子
。
立
其
女
善
徳
爲
王
。
宗
室
大
臣
乙
祭
総
知
國
政
。
　
詔
贈
眞
亭
左
光
緑
大
夫
。
蒋
物
二
百
段
。
②
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
貞
観
五
年
　
是
歳
。
眞
平
死
。
無
子
。
立
女
善
徳
爲
王
。
大
臣
乙
祭
柄
國
。
詔
贈
眞
雫
左
　
光
緑
大
夫
。
贈
物
段
二
百
。
③
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
　
貞
観
五
年
　
是
歳
。
新
羅
王
眞
孕
卒
。
無
嗣
。
國
人
立
其
女
善
徳
爲
王
。
④
『
旧
唐
書
』
「
新
羅
伝
　
貞
観
九
年
　
遣
使
持
節
。
珊
命
善
徳
柱
國
。
封
樂
浪
郡
王
新
羅
王
。
⑤
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
貞
観
九
年
　
遣
使
者
朋
善
徳
襲
父
封
。
國
人
號
聖
租
皇
姑
。
⑥
『
封
冊
』
貞
観
九
年
　
是
年
。
遣
使
持
節
。
珊
命
新
羅
金
善
徳
。
臣
金
若
等
日
。
善
徳
金
眞
卒
之
女
　
也
。
眞
卒
卒
無
子
。
乃
立
善
徳
爲
王
。
以
宗
室
大
臣
乙
祭
総
知
政
國
。
桂
國
　
封
樂
浪
郡
公
新
羅
王
。
　
羅
紀
は
四
五
番
を
採
ら
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
四
六
番
に
分
註
と
し
て
明
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
古
記
」
V
中
国
史
料
と
。
四
六
、
四
九
番
と
も
に
依
拠
書
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
①
②
⑥
に
あ
る
「
大
臣
乙
祭
」
の
名
が
善
徳
王
元
年
条
に
「
二
月
。
以
大
臣
乙
祭
捻
持
國
政
。
」
と
見
え
、
⑤
に
あ
る
善
徳
王
を
「
聖
租
皇
姑
」
と
号
し
た
こ
と
が
善
徳
王
即
位
紀
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
史
料
を
分
割
し
、
適
宜
配
置
す
る
と
い
う
こ
の
方
法
は
、
前
述
し
た
『
三
国
史
記
』
編
者
の
編
纂
態
度
（
C
）
と
矛
盾
す
る
。
し
か
し
、
大
臣
乙
祭
の
摂
政
を
二
月
と
伝
え
る
の
は
羅
紀
の
み
で
中
国
史
料
に
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
背
景
に
は
独
自
の
史
料
開
「
古
記
」
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ぱ
、
三
六
番
、
三
八
番
記
事
の
検
討
で
指
摘
し
た
如
き
「
古
記
」
の
重
視
は
、
単
に
王
の
麗
年
だ
け
で
な
く
、
羅
紀
編
纂
の
前
提
で
あ
っ
た
と
評
価
し
う
る
。
い
ま
、
こ
の
「
古
記
」
に
つ
い
て
論
じ
る
材
料
を
持
た
な
い
が
、
「
大
臣
乙
祭
」
「
聖
租
皇
姑
」
語
句
が
中
国
史
料
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
全
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
中
国
史
料
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
　
さ
て
、
真
平
王
の
死
を
貞
観
五
年
と
伝
え
る
中
国
史
料
は
①
②
③
の
三
種
あ
「三国史記』記載対中国関係記事について49
る
が
、
分
註
に
於
て
名
指
し
で
批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
②
（
『
新
唐
書
』
）
、
③
（『
綜
｡
通
鑑
』
）
で
あ
る
。
し
か
し
『
資
治
通
鑑
』
の
記
事
は
①
②
と
比
べ
て
簡
潔
で
あ
り
、
①
（
『
旧
唐
書
」
）
の
書
名
を
欠
落
し
な
が
ら
、
特
に
『
資
治
通
鑑
』
の
名
を
記
す
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
次
の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
F
）
　
「
『
資
治
通
鑑
』
の
特
視
」
　
（
c
）
　
五
五
番
、
五
八
番
［
、
六
一
番
一
　
羅
紀
に
見
え
る
、
六
四
二
年
（
貞
観
十
六
）
か
ら
六
四
四
年
（
貞
観
十
八
）
ま
で
の
、
唐
と
の
交
渉
を
伝
え
る
記
事
を
関
連
記
事
を
含
め
て
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
貞
観
十
六
）
善
徳
十
一
年
正
月
　
　
　
　
　
七
月
　
　
　
　
　
八
月
（
貞
観
十
七
）
　
　
十
二
年
正
月
　
　
　
　
　
三
月
　
　
　
　
九
月
新
羅
、
唐
へ
遣
使
（
五
四
番
）
「
百
濟
王
義
慈
大
畢
兵
。
攻
取
國
西
四
十
鯨
城
。
」
「
又
與
高
句
麗
謀
。
欲
取
党
項
城
。
以
絶
蹄
唐
之
路
。
王
遣
使
告
急
於
太
宗
。
」
（
五
五
番
）
「
是
月
。
百
濟
將
軍
允
忠
領
兵
攻
抜
大
耶
城
。
都
督
伊
喰
品
繹
。
舎
知
竹
竹
。
龍
石
等
死
之
。
」
新
羅
、
唐
へ
遣
使
（
五
六
番
）
僧
慈
蔵
、
唐
よ
り
帰
還
（
五
七
番
）
「
遣
使
大
唐
上
言
。
高
句
麗
百
濟
侵
凌
臣
國
。
累
遭
攻
襲
敏
十
城
。
雨
國
連
兵
期
之
必
取
。
將
以
今
弦
九
月
大
墨
。
下
國
杜
穆
必
不
獲
全
。
謹
遣
陪
臣
蹄
命
大
國
。
願
乞
偏
師
。
以
存
救
援
。
帝
謂
使
人
日
。
我
實
哀
爾
爲
ご
國
所
侵
。
所
（
貞
観
十
八
）
　
　
十
三
年
正
月
以
頻
遣
使
人
和
爾
三
國
。
高
句
麗
百
濟
旋
踵
翻
悔
。
意
在
呑
滅
而
分
爾
土
宇
。
爾
國
設
何
奇
謀
以
免
顯
越
。
使
人
日
。
吾
王
事
窮
計
蓋
。
唯
告
急
大
國
。
翼
以
全
之
。
帝
日
。
我
少
登
邊
兵
。
契
丹
秣
輻
直
入
遼
東
。
爾
國
自
解
。
可
緩
爾
一
年
之
園
。
此
後
知
無
纏
兵
。
還
蝉
侵
悔
。
四
國
倶
擾
。
於
爾
未
安
。
此
爲
一
策
。
我
又
能
給
爾
敏
千
朱
砲
丹
幟
。
二
國
兵
至
。
建
而
陳
之
。
彼
見
者
以
爲
我
兵
。
必
皆
奔
走
。
此
爲
二
策
。
百
濟
侍
海
之
瞼
。
不
修
機
械
。
男
女
紛
雑
。
互
相
燕
聚
。
我
以
敏
十
百
船
。
載
以
甲
卒
。
枚
迂
海
。
直
襲
其
地
。
爾
國
以
婦
人
爲
圭
。
爲
隣
國
輕
侮
。
失
圭
延
窟
。
歳
休
寧
。
我
邉
一
宗
支
。
與
爲
爾
國
圭
。
而
自
不
可
猫
王
。
當
兵
管
護
。
待
爾
國
安
。
任
爾
自
守
。
此
爲
三
策
。
爾
宜
思
之
。
將
從
何
事
。
使
人
但
唯
而
無
封
。
帝
嘆
其
庸
鄙
非
乞
師
告
急
之
才
也
。
」
（
五
八
番
）
唐
へ
遺
使
（
五
九
番
）
「
大
宗
遣
司
農
丞
相
里
玄
漿
齎
璽
書
。
賜
高
句
麗
日
。
新
羅
委
命
國
家
。
朝
貢
不
閾
。
爾
與
百
濟
。
宜
即
最
兵
。
若
更
攻
之
。
明
年
當
出
師
撃
爾
國
　
。
蓋
蘇
文
謂
玄
奨
日
。
高
句
麗
新
羅
怨
隙
已
久
。
往
者
階
室
相
侵
新
羅
乗
塚
奪
高
句
麗
五
百
里
之
地
。
城
邑
皆
擦
有
之
。
非
返
地
還
城
。
此
兵
恐
未
能
已
。
玄
奨
日
。
巳
往
之
事
。
焉
可
追
論
。
蘇
文
不
從
。
」
（
六
一
番
）
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
中
国
史
料
は
そ
の
年
次
が
混
乱
し
て
い
る
。
『
旧
唐
書
』
百
済
伝
、
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
、
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
を
次
に
掲
げ
50
る
。②
『
旧
唐
書
』
百
済
伝
貞
観
十
六
年
　
十
六
年
。
義
慈
興
兵
伐
新
羅
四
十
饒
城
。
又
登
兵
以
守
之
。
與
高
麗
和
親
通
　
好
。
謀
欲
取
党
項
城
以
絶
新
羅
入
朝
之
路
。
新
羅
遣
使
告
急
請
救
。
太
宗
遣
　
司
農
丞
相
里
玄
奨
齎
書
告
論
雨
蕃
。
示
以
禍
幅
。
③
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
　
貞
観
十
七
年
　
十
七
年
。
遣
使
上
言
。
高
麗
。
百
濟
。
累
相
攻
襲
。
亡
失
激
十
城
。
雨
國
連
　
兵
。
意
在
滅
臣
肚
稜
。
謹
遣
陪
臣
。
瞬
命
大
國
。
乞
偏
師
救
助
。
太
宗
邊
相
　
里
玄
奨
齎
璽
書
賜
高
麗
日
。
新
羅
委
命
國
家
。
不
閾
朝
漱
。
爾
與
百
濟
。
宜
　
即
俄
兵
。
若
更
攻
之
。
明
年
當
出
師
撃
爾
國
　
。
⑧
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
貞
観
十
七
年
　
九
月
庚
辰
。
新
羅
邊
使
言
百
濟
攻
取
其
國
四
十
鯨
城
。
復
與
高
麗
連
兵
。
謀
　
絶
新
羅
入
朝
之
路
。
乞
兵
救
援
。
上
命
司
農
丞
相
里
玄
漿
齎
璽
書
賜
高
麗
日
。
　
新
羅
委
質
國
家
。
朝
貢
不
乏
。
爾
與
百
濟
各
宜
俄
兵
。
若
更
攻
之
。
明
年
登
　
兵
撃
爾
國
夷
。
⑨
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
　
貞
観
十
八
年
　
（
正
月
）
相
里
玄
漿
至
卒
壌
。
莫
離
支
已
將
兵
撃
新
羅
。
破
其
雨
城
。
高
麗
王
　
使
召
之
。
乃
還
。
玄
奨
論
使
勿
攻
新
羅
。
莫
離
支
日
。
昔
階
人
入
冠
。
新
羅
　
乗
蝉
侵
我
地
五
百
里
。
自
非
蹄
我
侵
地
。
恐
兵
未
能
已
。
玄
奨
日
。
既
往
之
　
事
。
焉
可
追
論
。
至
於
遼
東
諸
城
。
本
皆
中
國
郡
縣
。
中
國
省
且
不
言
。
高
　
麗
量
得
必
求
故
地
。
莫
離
支
寛
不
從
。
右
四
史
料
か
ら
は
、
a
高
句
麗
、
百
済
が
新
羅
を
攻
め
、
b
新
羅
が
そ
れ
を
唐
に
上
表
、
c
唐
は
玄
奨
を
高
句
麗
に
派
遣
し
た
と
い
う
、
こ
の
事
件
の
大
枠
が
指
摘
で
き
よ
う
。
い
ま
関
連
中
国
史
料
を
、
項
目
別
に
整
理
し
て
図
示
す
れ
ば
項
　
　
目
史
　
　
料
a
麗
・
済
、
新
羅
へ
侵
攻
b
新
羅
遣
使
　
1
（
上
表
文
の
内
容
）
　
2
（
新
羅
使
と
皇
帝
と
の
会
話
）
c
1
唐
、
玄
奨
を
高
句
麗
へ
派
遣
2
（
璽
書
の
内
容
）
3
玄
奨
の
高
句
麗
で
の
行
動
羅紀
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
　
⑧
　
⑨
（6各3）
（643）
642
（643）
（？）
2
1
：
（693）
（613）
×
643
　9
X
×
X
？
×
X
643
　9
X
643
　9
643
×
643
　？
×
×
643
　9
643
　9
643
　9
643
642
643
　？
642
643
643
　9
643
　9
×X×
X
×
X
644
正
643
X
×　643
？
×
X
×
X
644
正
？
644
正
643
642
643
？
x　642
×
643
　9
643
　9
X
×
643
　9
643
　9
×
　
（
①
『
旧
唐
書
』
高
句
麗
伝
、
②
同
百
済
伝
、
③
同
新
羅
伝
、
④
『
新
唐
書
』
高
句
麗
伝
、
　
⑤
同
百
済
伝
、
⑥
同
新
羅
伝
、
⑦
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
備
禦
、
⑧
『
資
治
通
鑑
』
唐
　
紀
貞
観
十
七
年
条
、
⑨
同
十
八
年
条
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
右
図
の
ご
と
く
に
な
る
。
　
ま
ず
a
に
つ
い
て
。
こ
れ
を
貞
観
十
七
年
に
か
け
て
伝
え
る
史
料
は
、
い
ず
れ
も
新
羅
の
遣
使
の
到
達
、
上
書
（
b
）
を
記
し
、
そ
の
な
か
で
語
ら
れ
て
い
る
（
①
③
⑦
⑧
）
。
一
方
、
十
六
年
に
か
け
る
②
⑤
は
、
ま
ず
a
を
記
し
、
そ
の
後
に
新
羅
の
遣
使
到
達
（
b
）
を
記
す
と
い
う
構
造
を
と
る
。
つ
ま
り
前
者
の
年
次
は
b
に
か
か
り
、
後
者
の
史
料
の
主
眼
が
a
を
記
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
両
者
の
間
に
矛
盾
は
な
い
。
次
に
c
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
十
六
年
に
か
け
る
の
は
、
a
を
論
じ
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
と
推
察
し
た
②
③
で
あ
り
、
こ
の
年
次
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
十
七
年
に
か
け
る
①
②
⑦
⑧
は
、
玄
奨
の
派
遣
と
璽
書
の
内
容
を
記
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
唯
一
、
十
八
年
に
か
け
る
⑨
は
、
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玄
奨
の
平
壌
到
着
と
そ
の
後
の
行
動
を
詳
細
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
玄
奨
は
十
七
年
に
派
遣
さ
れ
、
十
八
年
に
高
句
麗
に
到
達
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
当
事
件
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。貞
観
十
六
年
　
　
　
高
句
麗
、
百
済
が
連
合
し
て
新
羅
に
侵
攻
　
　
十
七
年
九
月
　
高
句
麗
、
百
済
の
侵
攻
を
伝
え
る
新
羅
使
至
る
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
、
玄
奨
を
高
句
麗
に
派
遣
　
　
十
八
年
正
月
　
玄
奨
、
高
句
麗
に
至
る
　
さ
て
、
こ
の
事
件
は
麗
紀
、
済
紀
に
も
記
載
さ
れ
る
の
で
以
下
に
掲
げ
、
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
宝
蔵
王
二
年
九
月
　
新
羅
遣
使
於
唐
。
言
百
濟
攻
取
我
四
十
鯨
城
。
復
與
高
句
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
連
兵
。
謀
絶
入
朝
之
路
。
乞
兵
救
援
。
　
　
　
三
年
正
月
　
帝
命
司
農
丞
相
里
玄
奨
賓
璽
書
。
賜
王
日
。
新
羅
委
質
國
　
　
　
　
　
　
　
　
家
。
朝
貢
不
乏
。
爾
與
百
濟
。
各
宜
俄
兵
。
若
更
攻
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
明
年
雲
兵
撃
爾
國
　
。
玄
奨
入
境
。
蓋
蘇
文
已
將
兵
撃
新
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
。
破
其
爾
城
。
王
使
召
之
。
乃
還
。
玄
奨
鍮
以
勿
侵
新
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
。
蓋
蘇
文
謂
玄
奨
日
。
我
與
新
羅
怨
隙
已
久
。
往
者
階
　
　
　
　
　
　
　
　
人
入
冠
。
新
羅
乗
舞
奪
我
地
五
百
里
。
其
城
邑
皆
擦
有
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
自
非
鋸
我
侵
地
。
兵
恐
未
能
已
。
玄
奨
日
。
既
往
之
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
焉
可
追
論
。
今
遼
東
諸
城
。
本
皆
中
國
郡
縣
。
中
國
省
且
　
　
　
　
　
　
　
　
不
言
。
高
句
麗
山
豆
得
必
求
故
地
。
莫
離
支
寛
不
從
。
義
慈
王
二
年
七
月
　
王
親
帥
兵
侵
新
羅
。
下
獄
猴
等
四
十
饒
城
。
　
　
　
　
　
八
月
　
遣
將
軍
允
忠
。
領
兵
一
萬
。
攻
新
羅
大
耶
城
。
城
圭
品
繹
　
　
　
　
　
　
　
　
與
妻
子
出
降
。
允
忠
魯
殺
之
。
斬
其
首
。
傳
之
王
都
。
生
　
　
　
　
　
　
　
　
獲
男
女
一
千
餓
人
。
分
居
國
西
州
縣
。
留
兵
守
其
城
。
王
　
　
　
　
　
　
　
　
賞
允
忠
功
。
馬
二
十
匹
。
穀
一
千
石
。
　
　
三
年
十
一
月
　
王
與
高
句
麗
和
親
。
謀
欲
取
新
羅
党
項
城
。
以
塞
入
朝
之
　
　
　
　
　
　
　
　
路
。
途
聚
兵
攻
之
。
羅
王
徳
曼
遣
使
臣
救
於
唐
。
王
聞
之
　
　
　
　
　
　
　
　
罷
兵
。
　
　
四
年
（
正
月
）
　
太
宗
遣
司
農
丞
相
里
玄
奨
告
論
爾
國
。
王
奉
表
陳
謝
。
ま
ず
羅
紀
善
徳
十
一
年
七
月
条
以
下
に
は
、
申
国
史
料
で
復
原
し
え
な
か
っ
た
新
羅
の
遣
唐
使
派
遣
の
記
事
を
含
む
、
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
文
章
は
、
②
（
⑤
）
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
以
下
に
そ
の
対
応
関
係
を
示
す
。
（
羅
紀
）
秋
七
月
。
百
濟
王
義
慈
大
墨
兵
。
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
國
（
②
）
　
　
　
　
　
　
　
義
慈
　
　
　
　
　
　
與
　
　
　
　
兵
伐
新
羅
。
取
（
⑤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
與
高
麗
連
和
伐
新
羅
。
取
　
西
四
十
鯨
城
。
八
月
。
　
　
　
　
　
　
　
又
與
高
句
麗
　
　
　
　
　
謀
欲
　
　
四
十
絵
城
。
　
　
　
又
資
兵
以
守
之
。
又
與
高
　
麗
和
親
通
好
。
謀
欲
　
　
四
十
鹸
城
。
　
　
　
又
議
兵
以
守
之
。
又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謀
　
取
党
項
城
。
以
絶
　
　
飾
　
唐
之
路
　
　
。
王
　
　
遣
使
告
急
於
太
宗
　
　
。
　
取
党
項
城
。
以
絶
新
羅
　
入
唐
之
路
　
　
。
　
新
羅
邉
使
告
急
　
　
　
請
救
。
　
取
党
項
城
。
　
絶
　
　
　
　
　
　
貢
道
。
　
新
羅
　
　
告
急
　
　
　
　
　
。
是
月
。
百
濟
將
軍
允
忠
領
兵
抜
大
耶
城
。
都
督
伊
准
品
繹
。
舎
知
竹
竹
。
龍
　
×
　
×
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石
等
死
之
。
×
　
×
羅
紀
の
文
章
が
（
②
）
⑤
に
依
拠
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
新
羅
の
遣
唐
使
発
遣
を
記
す
部
分
も
、
単
に
、
新
羅
使
の
到
着
を
伝
え
る
②
（
⑤
）
の
記
載
を
立
場
を
換
え
て
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
部
分
に
史
料
的
価
値
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
②
（
⑤
）
の
伝
え
る
新
羅
の
遣
唐
使
は
翌
年
の
事
実
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
百
済
義
慈
王
の
侵
攻
を
七
月
と
し
、
百
済
・
高
句
麗
連
合
軍
に
よ
る
党
項
城
を
め
ぐ
っ
て
の
攻
防
を
八
月
と
す
る
こ
と
な
ど
は
、
②
（
⑤
）
以
外
の
中
国
史
料
に
も
見
え
な
い
。
「
是
月
（
八
月
）
」
以
下
の
固
有
名
詞
を
含
む
記
事
の
存
在
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
戦
闘
に
関
す
る
独
自
の
史
料
が
羅
紀
編
者
の
手
元
に
あ
り
、
そ
れ
を
②
（
⑤
）
に
よ
っ
て
文
飾
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
済
紀
義
慈
王
二
年
七
、
八
月
条
は
、
羅
紀
善
徳
王
十
一
年
七
月
条
以
下
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
史
料
に
よ
る
文
飾
は
認
め
難
い
。
特
に
八
月
の
戦
闘
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
果
と
事
後
処
理
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
戦
闘
経
過
に
つ
い
て
は
「
竹
竹
伝
」
に
も
詳
し
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
右
に
想
定
し
た
、
当
年
の
戦
闘
に
関
す
る
中
国
史
料
に
修
飾
さ
れ
な
い
史
料
H
「
古
記
」
が
朝
鮮
半
島
に
存
在
し
た
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。
済
紀
の
文
章
は
こ
の
「
古
記
」
に
よ
っ
た
と
考
え
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
済
紀
か
ら
復
原
し
う
る
こ
の
「
古
記
」
は
、
高
句
麗
の
動
向
に
つ
い
て
語
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
右
記
し
た
羅
紀
の
当
年
条
に
も
、
高
句
麗
に
つ
い
て
記
す
の
は
②
（
⑤
）
に
よ
っ
て
文
飾
さ
れ
た
部
分
に
於
い
て
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
と
対
応
し
て
麗
紀
の
当
年
条
に
は
こ
の
戦
闘
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
も
と
も
と
こ
の
「
古
記
」
は
羅
・
済
の
交
戦
の
み
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
羅
紀
善
徳
十
一
年
条
に
み
た
中
国
史
料
②
（
⑤
）
の
引
用
は
、
『
三
国
史
記
』
編
纂
に
至
っ
て
初
め
て
、
羅
紀
編
者
の
手
に
よ
り
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
　
次
に
、
五
八
、
六
一
番
記
事
を
、
麗
紀
の
関
係
記
事
を
含
め
て
、
⑦
⑨
と
比
較
す
れ
ば
、
次
の
如
し
。
　
（
五
八
）
秋
九
月
。
　
遣
使
大
唐
上
言
。
高
句
麗
百
濟
侵
凌
臣
國
。
累
遭
攻
襲
　
（
⑦
）
　
九
月
庚
申
。
新
羅
遣
使
　
言
。
高
　
麗
百
濟
侵
凌
臣
國
。
累
遭
攻
襲
敏
十
城
。
爾
國
連
兵
期
之
必
取
。
將
以
今
弦
九
月
大
墨
。
　
下
國
杜
稜
必
不
激
十
城
。
雨
國
連
兵
期
之
必
取
。
將
以
今
戴
九
月
大
墾
。
臣
　
　
肚
穫
必
不
獲
全
。
謹
遣
陪
臣
麟
命
大
國
。
願
乞
偏
師
。
以
存
救
援
。
帝
謂
使
人
日
。
我
獲
全
。
謹
邉
陪
臣
臨
命
大
國
。
願
乞
編
師
。
以
存
救
援
。
帯
謂
使
人
日
。
我
實
哀
爾
爲
二
國
所
侵
。
所
以
頻
遣
使
人
和
爾
三
國
。
高
句
麗
百
濟
旋
踵
翻
悔
。
實
哀
爾
爲
三
國
所
侵
。
所
以
頻
遣
使
人
和
爾
三
國
。
高
　
麗
百
濟
旋
踵
翻
悔
。
意
在
呑
滅
而
分
爾
土
宇
。
爾
國
設
何
奇
謀
以
冤
顛
越
。
使
人
日
。
吾
王
事
窮
意
在
呑
滅
而
分
爾
土
宇
。
爾
國
設
何
奇
謀
以
冤
顛
越
。
使
人
日
。
臣
王
事
窮
計
蓋
。
唯
告
急
大
國
。
翼
以
全
之
。
帝
日
。
我
少
登
邊
兵
。
　
契
丹
蛛
輻
直
計
審
。
唯
告
急
大
國
。
翼
以
全
之
。
帝
日
。
我
少
登
邊
兵
。
総
契
丹
靱
輻
直
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入
遼
東
。
爾
國
自
解
。
可
緩
爾
一
年
之
團
。
此
後
知
無
継
兵
。
還
騨
侵
悔
。
入
遼
東
。
爾
國
自
解
。
可
緩
爾
一
年
之
團
。
此
後
知
無
繊
兵
。
還
騨
侵
　
。
　
四
國
倶
擾
。
於
爾
未
安
。
此
爲
一
策
。
我
又
能
給
爾
敏
千
朱
砲
丹
幟
。
二
然
四
國
倶
擾
。
於
爾
未
安
。
此
爲
一
策
。
我
又
能
給
爾
敏
千
朱
砲
丹
幟
。
二
國
兵
至
。
建
而
陳
之
。
彼
見
者
以
爲
我
兵
。
必
皆
奔
走
。
此
爲
二
策
。
百
濟
國
兵
至
。
建
而
陳
之
。
彼
見
者
以
爲
我
兵
。
必
皆
奔
走
。
此
爲
ご
策
。
百
濟
侍
　
海
之
瞼
。
不
修
機
　
械
。
男
女
紛
雑
。
互
　
相
燕
　
聚
。
我
以
数
十
百
　
負
海
之
瞼
。
不
修
　
兵
械
。
男
女
紛
雑
。
　
好
相
　
宴
聚
。
我
以
敷
十
百
船
。
載
以
甲
卒
。
　
枚
乏
　
海
。
直
襲
其
地
。
爾
國
以
婦
人
爲
圭
。
爲
隣
國
船
。
載
以
甲
卒
。
　
枚
　
汎
海
。
直
襲
其
地
。
爾
國
以
婦
人
爲
主
。
爲
隣
國
輕
侮
。
失
圭
延
窟
。
　
歳
休
寧
。
我
遣
一
宗
支
。
與
爲
爾
國
圭
。
而
自
不
可
輕
侮
。
失
圭
延
冠
。
　
歳
休
寧
。
我
遣
一
宗
枝
。
以
爲
爾
國
圭
。
而
自
不
可
凋
王
。
當
兵
醤
護
。
待
爾
國
安
。
任
爾
目
守
。
此
爲
三
策
。
爾
宜
思
之
。
猫
　
往
。
當
遣
兵
螢
護
。
待
爾
國
安
。
任
爾
自
守
。
此
爲
四
策
。
爾
宜
思
之
。
將
從
何
事
。
使
人
但
唯
而
無
封
。
帝
嘆
其
庸
鄙
非
乞
師
告
急
之
才
也
。
」
將
從
何
事
。
使
人
但
唯
而
無
封
。
帝
難
其
庸
鄙
非
乞
師
告
急
之
才
也
。
（
六
一
）
正
月
。
（
麗
紀
）
羅
委
質
國
家
。
羅
委
命
國
家
。
羅
委
命
國
家
。
太
宗
　
　
遣
司
農
丞
相
里
玄
奨
　
璽
書
。
　
　
於
是
邉
司
農
丞
相
里
玄
奨
　
璽
書
。
　
　
　
帝
命
司
農
丞
相
里
玄
奨
費
璽
書
。
朝
貢
不
關
。
朝
貢
不
閾
。
朝
貢
不
乏
。
出
師
撃
爾
國
　
。
出
師
撃
爾
國
突
。
」
兵
　
撃
爾
國
英
。
　
×（
⑨
）
相
里
玄
奨
至
雫
壌
。
　
　
　
玄
奨
　
　
入
境
。
×高
句
麗
王
使
召
之
。
　
　
　
王
使
召
之
。
　
　
日
。
離
支
日
。
　
　
日
。
爾
與
百
濟
。
爾
與
百
濟
。
爾
與
百
濟
。
莫
離
支
宜
帥
最
兵
。
宜
即
俄
兵
。
各
宜
敢
兵
。
賜
高
句
麗
日
。
新
賜
高
　
麗
日
。
新
賜
　
　
王
日
。
新
若
更
攻
之
。
若
更
攻
之
。
若
更
攻
之
。
明
年
當
明
年
當
明
年
登
　
　
　
已
將
兵
撃
新
羅
。
破
其
爾
城
。
蓋
蘇
文
已
將
兵
撃
新
羅
。
破
其
城
爾
。
乃
還
。
玄
　
論
使
　
勿
攻
　
新
羅
。
乃
還
。
玄
　
論
　
以
勿
　
侵
新
羅
。
蓋
蘇
謂
文
玄
奨
蓋
蘇
文
謂
玄
奨
莫
高
句
麗
　
　
新
羅
怨
隙
已
久
。
往
者
階
室
相
侵
　
　
　
　
　
新
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔
階
人
入
憲
。
新
羅
　
　
　
我
與
新
羅
隙
怨
已
久
。
往
者
　
　
　
　
階
人
入
冠
。
新
羅
54
乗
塚
奪
乗
蝶
侵
乗
塚
奪
我
侵
地
。
我
侵
地
。
×
高
句
麗
　
　
五
百
里
之
地
。
　
　
　
我
地
五
百
里
。
　
　
　
我
地
五
百
里
。
城
邑
皆
擦
有
之
。
其
城
邑
皆
糠
有
之
。
。
此
兵
恐
　
未
能
已
。
玄
漿
日
。
　
　
　
恐
兵
未
能
已
。
玄
漿
日
。
　
　
兵
恐
　
未
能
已
。
玄
漿
日
。
　
非
返
地
還
城
自
　
闘
自
非
藩
巳
　
往
之
事
。
焉
可
追
論
。
　
既
往
之
事
。
焉
可
追
論
。
　
既
往
之
事
。
焉
可
追
論
。
至
於
　
遼
東
諸
城
。
本
皆
中
國
郡
縣
。
中
國
術
且
不
言
。
高
　
麗
宣
得
必
求
故
地
。
今
遼
東
諸
城
。
本
皆
中
國
郡
縣
。
中
國
荷
且
不
言
。
高
句
麗
量
得
必
求
故
地
。
　
蘇
文
　
　
　
　
不
從
。
　
　
　
莫
離
支
寛
不
從
。
　
　
　
莫
離
支
寛
不
從
。
こ
の
よ
う
に
、
五
八
番
記
事
は
⑦
、
六
一
番
記
事
は
⑨
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
て
い
る
。
ま
た
済
紀
義
慈
王
三
年
、
四
年
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
両
記
事
と
も
そ
の
前
半
部
は
②
（
⑤
）
と
酷
似
し
て
お
り
、
②
（
⑤
）
に
よ
っ
て
文
飾
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
後
半
部
（
「
王
聞
之
罷
兵
」
、
「
王
奉
表
陳
謝
」
）
は
中
国
史
料
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
部
分
は
済
紀
編
者
の
述
作
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
前
年
の
戦
闘
に
続
い
て
、
そ
の
後
の
動
向
を
伝
え
る
「
古
記
」
（
あ
る
い
は
前
述
国
内
史
料
と
一
連
の
史
料
）
の
存
在
も
仮
定
で
き
よ
う
。
麗
紀
宝
蔵
王
二
年
の
記
事
は
②
（
⑤
）
の
転
載
で
あ
り
、
°
同
三
年
の
記
事
は
⑧
⑨
を
合
成
し
て
文
章
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
当
事
件
に
関
す
る
「
古
記
」
と
関
連
中
国
史
料
の
取
り
扱
い
、
記
事
作
成
に
つ
い
て
の
三
本
紀
間
の
相
違
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
羅
紀
で
は
、
六
四
二
年
の
戦
闘
を
記
す
「
古
記
」
が
、
大
多
数
が
貞
観
十
七
年
に
か
け
る
中
国
史
料
の
伝
え
る
事
件
と
同
一
の
も
の
と
判
断
し
た
上
で
、
善
徳
王
十
一
年
条
の
文
章
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
手
順
は
、
ま
ず
中
国
史
料
②
（
⑤
）
に
「
古
記
」
か
ら
知
り
う
る
月
次
を
加
筆
し
、
さ
ら
に
よ
り
詳
細
な
記
事
を
「
古
記
」
に
よ
っ
て
追
加
す
る
と
い
う
形
を
取
る
。
あ
く
ま
で
も
中
国
史
料
の
文
章
を
尊
重
し
、
そ
の
文
体
を
壊
さ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
善
徳
十
ご
年
条
は
⑦
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、
羅
紀
に
於
い
て
は
、
当
事
件
に
関
係
し
た
新
羅
の
遣
使
が
二
回
行
わ
れ
た
か
の
ご
と
く
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
は
中
国
史
料
の
文
体
を
重
視
し
た
故
の
、
編
者
の
考
証
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
麗
紀
、
済
紀
に
於
い
て
は
、
六
四
ご
年
の
戦
闘
に
つ
い
て
、
羅
紀
の
よ
う
な
考
証
を
行
っ
た
か
疑
問
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
済
紀
義
慈
王
十
ご
年
条
は
「
古
記
」
の
み
に
よ
っ
て
文
章
を
な
し
、
翌
年
条
に
②
（
⑤
）
を
、
そ
の
年
月
次
の
ま
ま
に
記
載
す
る
。
麗
紀
宝
蔵
王
元
年
条
に
は
「
古
記
」
の
欠
如
に
よ
っ
て
こ
の
戦
闘
は
記
さ
れ
ず
、
翌
年
条
に
②
（
⑤
）
を
そ
の
年
次
の
ま
ま
に
記
載
す
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
済
紀
義
慈
王
三
年
条
に
は
中
国
史
料
に
見
え
な
い
語
句
が
あ
り
、
そ
の
文
章
は
、
中
国
史
料
を
忠
実
に
転
載
し
た
後
に
加
筆
す
る
と
い
う
、
羅
紀
に
見
た
と
同
様
の
方
法
を
採
っ
て
い
る
。
ま
た
羅
紀
善
徳
王
十
三
年
条
、
麗
紀
宝
蔵
王
三
年
条
、
済
紀
義
慈
王
四
年
条
は
い
ず
れ
も
新
羅
の
遣
使
に
対
す
る
唐
の
対
応
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
⑨
の
一
部
、
②
（
⑤
）
、
⑧
と
⑨
の
合
成
に
よ
っ
て
作
文
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
こ
れ
ら
の
依
拠
書
の
違
い
、
取
捨
は
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
先
に
中
国
史
料
か
ら
当
事
件
の
経
過
を
復
原
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「三国史記』記載対中国関係記事について55
最
も
詳
細
な
記
載
が
あ
る
史
料
を
指
摘
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
貞
観
十
六
年
　
　
十
七
年
九
月
十
八
年
正
月
こ
の
う
ち
新
羅
に
直
接
関
係
す
る
の
は
a
、
　
　
　
　
　
　
　
高
句
麗
は
a
、
c
2
、
c
3
、
百
済
は
a
、
　
　
　
　
　
　
右
に
検
討
し
た
各
本
紀
の
取
捨
書
及
び
依
拠
書
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
各
本
紀
編
者
は
中
国
史
料
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
関
係
す
る
最
も
詳
細
な
記
事
を
抽
出
し
て
忠
実
に
、
直
接
関
係
の
な
い
部
分
は
省
略
し
て
、
転
載
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、
羅
紀
で
は
、
⑦
に
同
一
年
・
一
連
の
記
事
と
し
て
あ
る
新
羅
の
遣
使
と
唐
の
玄
奨
派
遣
を
、
そ
の
前
半
部
は
転
載
し
な
が
ら
（
五
九
番
記
事
）
、
後
半
部
分
の
年
次
を
変
更
し
て
い
る
。
こ
の
⑦
で
は
玄
奨
の
派
遣
を
貞
観
十
七
年
九
月
と
し
、
璽
書
の
内
容
も
併
記
し
て
い
る
が
、
彼
が
実
際
に
高
句
麗
に
到
着
し
た
の
は
、
⑨
の
い
う
よ
う
に
翌
年
正
月
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
証
の
下
に
後
半
部
分
の
月
次
の
変
更
を
行
っ
た
と
す
れ
ぽ
、
中
国
史
料
の
原
文
を
損
な
わ
な
い
よ
う
転
載
す
る
と
い
う
先
に
指
摘
し
た
『
三
国
史
記
』
編
者
の
編
纂
方
針
（
C
）
と
矛
盾
す
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
年
次
の
変
更
が
⑨
、
す
な
わ
ち
『
資
治
通
鑑
』
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
。
a
高
句
麗
、
百
済
が
連
合
し
て
新
羅
に
侵
攻
　
　
②
（
⑤
）
b
高
句
麗
、
百
済
の
侵
攻
を
伝
え
る
新
羅
使
至
る
　
ー
（
上
表
文
の
内
容
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
2
（
新
羅
使
と
皇
帝
と
の
会
話
）
　
　
　
　
　
　
④
⑦
c
1
唐
、
玄
奨
を
高
句
麗
に
派
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
2
（
璽
書
の
内
容
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
⑧
　
3
玄
奨
、
高
句
麗
に
至
る
（
高
句
麗
で
の
行
動
）
　
⑨
　
（
d
）
　
六
四
番
　
「
（
二
月
。
）
唐
太
宗
遣
使
持
節
。
追
贈
前
王
。
爲
光
緑
大
夫
。
伽
冊
命
王
爲
　
桂
國
。
封
樂
浪
郡
王
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
”
①
『
旧
唐
書
』
本
紀
　
貞
観
ご
十
二
年
　
是
歳
。
新
羅
女
王
金
善
徳
死
。
遣
珊
立
其
妹
眞
徳
爲
新
羅
王
。
②
「
旧
唐
書
』
新
羅
伝
　
貞
観
二
十
一
年
　
善
徳
卒
。
贈
光
緑
大
夫
。
絵
官
封
並
如
故
。
因
立
其
妹
眞
徳
爲
王
。
加
授
　
柱
國
。
封
樂
浪
郡
王
。
③
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
貞
観
二
十
一
年
　
善
徳
死
。
贈
光
線
大
夫
。
而
妹
眞
徳
襲
王
。
④
『
封
冊
』
貞
観
二
十
二
年
　
正
月
。
新
羅
王
金
善
徳
卒
。
贈
光
隷
大
夫
。
以
善
徳
妹
眞
徳
爲
柱
國
、
封
樂
　
浪
郡
王
。
遣
使
持
節
冊
命
。
⑤
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
　
貞
観
二
十
二
年
　
正
月
己
亥
。
新
羅
王
金
善
徳
卒
。
以
善
徳
妹
眞
徳
爲
桂
國
。
封
樂
浪
郡
王
。
　
遺
使
珊
命
。
右
に
み
る
よ
う
に
、
中
国
諸
史
料
間
に
は
善
徳
王
の
死
、
あ
る
い
は
真
徳
王
の
冊
命
年
に
つ
い
て
一
年
の
誤
差
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
羅
紀
善
徳
王
十
六
年
正
月
条
（
善
徳
王
の
死
を
記
す
）
に
次
の
よ
う
な
注
記
が
あ
る
。
　
唐
書
云
貞
観
二
十
一
年
卒
。
通
鑑
云
二
十
五
年
卒
。
以
本
史
考
之
。
通
鑑
誤
　
也
。
す
な
わ
ち
「
本
史
」
（
ロ
「
古
記
」
）
に
善
徳
王
の
死
に
つ
い
て
記
す
と
こ
ろ
が
あ
り
、
羅
紀
編
者
は
そ
れ
を
中
国
史
料
よ
り
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
真
徳
王
の
冊
命
を
同
年
ご
月
と
す
る
羅
紀
独
自
の
記
載
も
、
こ
の
「
古
記
」
に
56
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
月
次
以
外
は
、
短
文
で
も
あ
り
、
中
国
史
料
に
よ
っ
て
文
飾
さ
れ
て
い
る
か
判
断
で
き
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
さ
て
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
善
徳
王
の
死
を
貞
観
二
十
二
年
と
伝
え
る
史
料
は
複
数
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
①
④
⑤
）
、
そ
の
う
ち
『
資
治
通
鑑
』
だ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
を
名
指
し
て
批
判
す
る
こ
と
で
あ
る
。
留
意
。
（
e
）
　
六
八
番
、
六
九
番
ユ
冬
。
使
郁
秩
許
朝
唐
。
太
宗
刺
御
史
問
。
新
羅
臣
事
大
朝
。
何
以
別
構
年
號
。
秩
許
言
。
曾
是
天
朝
未
頒
正
朔
。
是
故
先
租
法
興
王
以
來
。
私
有
紀
年
。
若
大
朝
有
命
。
小
國
又
何
敢
焉
。
　
　
　
　
b
◎
　
　
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
太
宗
然
之
。
遣
伊
准
金
春
秋
及
其
子
文
王
朝
唐
。
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
コ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
太
宗
遣
光
緑
卿
柳
亨
郊
勢
之
。
既
至
。
見
春
秋
儀
表
英
偉
厚
待
之
。
d
▲
　
▲
　
▲
　
▲
春
秋
請
詣
ム
　
ム
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
　
　
ム
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
國
學
。
襯
繹
翼
及
講
論
。
太
宗
許
之
。
侃
賜
御
製
温
湯
及
瞥
祠
碑
井
新
撰
巫
日
書
。
　嘗
召
燕
見
。
賜
以
金
吊
尤
厚
。
問
日
。
卿
有
所
懐
乎
。
春
秋
脆
奏
日
。
臣
之
本
國
。
僻
在
海
隅
。
伏
事
天
朝
。
積
有
歳
年
。
而
百
濟
強
猜
。
屡
騨
侵
凌
。
況
往
年
大
學
深
入
。
攻
陥
敷
十
城
。
以
塞
朝
宗
之
路
。
若
陛
下
不
借
天
兵
勢
除
凶
悪
。
則
敏
邑
人
民
盤
爲
所
虜
。
則
梯
航
述
職
無
復
望
　
。
太
宗
深
然
之
。
許
以
出
師
。
f
　
　
　
△
△
　
△
△
　
　
△
△
　
△
　
　
　
△
△
△
△
　
埴
゜
。
春
秋
叉
請
改
其
章
服
。
以
從
中
華
制
。
於
是
内
出
珍
服
。
賜
春
秋
及
其
從
者
。
9　　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
詔
授
春
秋
爲
特
進
。
。
。
◎
◎
◎
◎
◎
◎
h
°
蛤
　
△
△
△
△
△
△
△
△
文
王
爲
左
武
衛
將
軍
。
還
國
。
詔
令
三
品
已
上
燕
饅
之
。
優
禮
甚
備
。
春
秋
奏
日
。
臣
有
七
子
。
願
使
不
離
聖
明
宿
衛
。
乃
命
其
子
文
注
與
大
監
口
口
函
秋
一
還
一
至
海
一
上
「
。
遇
高
句
羅
濯
兵
。
春
秋
從
者
温
君
解
。
高
冠
大
衣
坐
於
船
上
。
濯
兵
見
以
爲
春
秋
捉
殺
之
。
春
秋
乗
小
船
至
國
。
王
聞
之
嵯
痛
。
追
贈
君
解
爲
大
阿
准
。
優
賞
其
子
孫
。
　
羅
紀
の
記
載
を
右
の
よ
う
に
a
～
・
」
に
区
切
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
き
内
容
を
伝
え
て
い
る
。
①
『
旧
唐
書
』
本
紀
貞
観
二
十
二
年
閏
十
二
月
癸
未
②
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
　
貞
観
二
十
二
年
③
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
貞
観
二
十
二
年
④
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
褒
異
　
貞
観
二
十
二
年
十
二
月
⑤
同
貞
観
二
十
三
年
二
月
癸
巳
⑥
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
貞
観
二
十
二
年
十
二
月
癸
未
関
連
す
る
中
国
諸
史
料
b
b
g
d
h
b
g
f
d
h
l
b
C
g
r
I
h
l
D
g
f
　
a
（
六
八
番
記
事
）
は
新
羅
が
中
国
の
年
号
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
新
羅
使
と
唐
太
宗
と
の
間
に
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
中
国
史
料
に
は
関
連
記
事
が
な
い
。
当
記
事
に
は
新
羅
使
名
も
伝
え
て
お
り
、
何
等
か
の
記
録
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
三
国
史
記
』
年
表
に
は
、
善
徳
王
五
年
に
中
国
年
号
の
使
用
を
始
め
た
と
し
て
い
る
。
　
b
～
．
」
（
六
九
番
記
事
）
に
つ
い
て
は
、
右
に
み
る
よ
う
に
中
国
史
料
に
は
そ
の
す
べ
て
を
伝
え
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
各
々
の
字
句
を
見
る
と
、
明
か
に
中
国
史
料
に
よ
る
文
飾
を
受
け
て
い
る
箇
所
を
指
摘
で
き
る
。
横
に
・
を
付
し
た
字
句
は
④
あ
る
い
は
⑤
、
△
は
②
、
▲
は
③
に
よ
る
文
飾
と
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
◎
は
特
定
の
史
料
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
中
国
史
書
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
当
記
事
は
④
⑤
を
ベ
ー
ス
と
し
、
④
⑤
に
記
載
の
な
い
d
部
分
を
③
に
よ
っ
て
補
い
、
さ
ら
に
「
古
記
」
の
記
録
を
加
筆
し
て
作
成
し
た
か
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
④
⑤
を
含
め
て
中
国
史
料
に
於
い
て
は
、
使
者
の
到
着
・
加
授
、
使
者
の
諸
要
請
、
帰
国
の
順
（
b
c
9
、
d
f
、
h
）
で
記
載
さ
れ
る
の
に
対
し
、
羅
紀
で
は
使
者
へ
の
加
授
は
諸
要
請
を
列
記
し
た
後
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
構
成
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
前
述
（
C
）
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
後
述
。
（
f
）
　
九
三
番
　秋
八
月
。
王
與
勅
使
劉
仁
願
。
熊
津
都
督
扶
鹸
隆
。
　
　
　
　
　
　
　
　
盟
干
熊
津
就
利
山
。
初
百
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濟
自
扶
齢
璋
。
與
高
句
麗
連
和
。
屡
侵
伐
封
場
。
我
遣
使
入
朝
求
救
。
相
望
干
路
。
及
蘇
定
方
翫
李
百
濟
。
軍
廻
。
絵
衆
又
叛
。
王
與
鎭
守
使
劉
仁
願
。
劉
仁
軌
等
。
纏
路
敷
年
。
漸
卒
之
。
高
宗
詔
扶
鯨
隆
。
蹄
撫
絵
衆
。
及
令
與
我
和
好
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
至
是
刑
白
馬
而
盟
。
先
祀
紳
祇
及
川
谷
之
神
。
而
後
猷
血
。
其
盟
文
日
。
往
者
。
百
濟
先
王
。
迷
於
逆
順
。
不
敦
鄭
好
。
不
睦
親
姻
。
結
託
高
句
麗
。
交
通
倭
國
。
共
爲
残
暴
。
侵
削
新
羅
。
剰
邑
屠
城
。
略
無
寧
歳
。
天
子
欄
一
物
之
失
所
。
憐
百
姓
之
無
粟
。
頻
命
行
人
。
邊
其
和
好
。
負
瞼
特
遠
。
侮
慢
天
経
。
皇
赫
斯
怒
。
襲
行
弔
伐
。
施
旗
所
指
。
一
戎
大
定
。
固
可
潴
宮
汚
宅
。
作
誠
來
喬
。
塞
源
抜
本
。
垂
訓
後
昆
。
然
懐
柔
伐
叛
。
前
王
之
令
典
。
興
亡
繊
絶
。
往
哲
之
通
規
。
事
必
師
古
。
傳
諸
嚢
珊
。
故
立
前
百
濟
大
司
稼
正
卿
扶
鯨
隆
。
爲
熊
津
都
督
。
守
其
祭
祀
。
保
其
桑
梓
。
依
椅
新
羅
。
長
爲
與
國
。
各
除
宿
憾
。
結
好
和
親
。
各
承
詔
命
。
永
爲
藩
服
。
価
邉
使
人
右
威
衛
將
軍
魯
城
縣
公
劉
仁
願
。
親
臨
勧
誘
建
宣
成
旨
。
約
之
以
婚
姻
。
申
之
盟
誓
。
刑
牲
畝
血
。
共
敦
終
始
。
分
災
櫨
患
。
恩
若
弟
兄
。
砥
奉
論
言
。
不
敢
失
墜
。
既
盟
之
後
。
共
保
歳
寒
。
若
有
背
盟
。
二
三
其
徳
。
興
兵
動
衆
。
侵
犯
邊
陸
。
明
紳
監
之
。
百
狭
是
降
。
子
孫
不
育
。
杜
稜
無
守
。
趣
祀
磨
滅
。
圏
有
遺
鯨
。
故
作
金
書
鐵
券
。
藏
之
宗
廟
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
萬
代
。
無
敢
違
犯
。
神
之
聴
之
。
是
饗
是
福
。
劉
仁
軌
之
僻
也
。
歓
詑
。
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
藏
其
書
於
我
之
宗
廟
。
於
是
仁
軌
領
我
使
者
及
百
濟
。
埋1子
牲
幣
於
壇
之
壬
地
。
耽
羅
。
倭
人
四
國
使
。
浮
海
西
還
。
以
會
祠
泰
山
。
　
羅
紀
の
文
章
を
、
a
前
置
き
、
b
百
済
と
の
交
戦
の
回
顧
、
c
宣
誓
の
様
子
、
d
盟
文
の
内
容
、
e
盟
文
の
処
置
、
f
泰
山
で
の
会
盟
に
六
分
す
る
な
ら
、
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
国
諸
史
料
に
は
そ
れ
ぞ
れ
当
記
事
に
関
連
す
る
次
の
如
き
内
容
を
伝
え
て
い
る
。
①
『
旧
唐
書
』
百
済
伝
②
　
同
　
　
劉
仁
軌
伝
③
『
新
唐
書
』
百
済
伝
④
　
同
　
　
劉
仁
軌
伝
⑤
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
⑥
『
天
地
瑞
祥
志
』
⑦
『
唐
会
要
』
新
羅
a
　
　
　
C
l
d
e
a
　
　
　
C
d
e
f
　
　
　
　
f
a
（
b
）
　
　
f
a
　
　
　
　
．
d
a
　
　
　
　
　
　
　
e
f
I ＋
扶
余
隆
の
帰
唐
＋
扶
余
隆
の
帰
唐
右
の
よ
う
に
中
国
史
料
に
は
a
～
f
全
て
を
伝
え
る
も
の
は
な
く
、
特
に
b
の
文
章
の
出
典
を
指
摘
で
き
な
い
。
で
は
羅
紀
編
者
は
、
ど
の
様
に
し
て
記
事
を
作
成
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
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ま
ず
a
、
b
部
分
。
会
盟
の
場
所
に
つ
い
て
①
③
⑤
⑦
は
「
熊
津
城
」
と
し
、
⑥
の
み
「
就
利
山
」
と
あ
っ
て
羅
紀
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
①
③
⑥
は
扶
余
隆
の
到
着
と
会
盟
の
場
所
を
、
⑦
は
会
盟
の
場
所
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⑥
は
b
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
中
・
朝
の
立
場
の
違
い
に
よ
る
書
き
換
え
が
激
し
く
、
ま
た
短
文
で
あ
る
の
で
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
全
体
的
な
文
章
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
は
、
羅
紀
の
文
章
は
⑤
に
最
も
近
い
。
a
、
b
部
分
は
c
、
d
を
記
す
た
め
の
導
入
部
で
あ
り
、
こ
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
、
羅
紀
編
者
が
⑤
を
参
照
し
な
が
ら
作
文
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
次
に
c
d
e
部
分
。
d
部
分
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
記
載
が
あ
る
の
は
⑦
で
、
長
大
な
序
を
も
併
記
す
る
。
①
の
d
部
分
は
⑥
か
ら
序
の
部
分
を
省
略
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
①
と
③
は
c
d
e
を
続
け
て
記
載
す
る
と
い
う
構
成
を
と
る
が
、
前
者
の
方
が
よ
り
詳
細
で
あ
る
。
⑦
は
e
に
つ
い
て
ご
く
簡
潔
に
触
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
羅
紀
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
全
体
に
渡
っ
て
記
載
の
詳
細
な
①
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
て
い
る
。
　
最
後
に
f
部
分
。
②
④
⑤
⑦
と
も
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
会
盟
の
場
所
に
つ
い
て
④
⑦
が
「
太
山
」
と
す
る
の
に
対
し
、
②
⑤
は
「
泰
山
」
と
し
、
羅
紀
と
一
致
す
る
。
こ
の
う
ち
⑤
は
羅
紀
と
同
じ
く
会
盟
者
＋
会
盟
場
所
と
い
う
文
章
構
造
を
と
る
が
、
②
は
会
盟
場
所
＋
会
盟
者
と
な
っ
て
お
り
、
依
拠
書
と
し
て
は
⑤
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
諸
中
国
史
書
か
ら
、
⑤
（
『
資
治
通
鑑
』
）
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
。
　
以
上
に
み
た
よ
う
に
、
当
記
事
は
、
最
も
多
く
の
事
項
を
詳
細
に
記
載
す
る
①
を
ベ
ー
ス
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
但
し
、
そ
の
文
頭
は
導
入
部
と
し
て
⑤
を
参
照
し
つ
つ
作
文
し
、
①
に
あ
る
扶
余
隆
の
帰
唐
に
つ
い
て
は
、
新
羅
に
直
接
関
係
の
な
い
記
事
と
し
て
削
除
す
る
。
そ
し
て
①
に
記
載
の
な
い
事
項
（
f
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
他
書
に
求
め
、
加
筆
す
る
の
で
あ
る
。
　
（
g
）
　
一
八
一
番
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
ロ
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
七
月
。
唐
玄
宗
以
渤
海
蘇
輻
越
海
入
冠
登
州
。
遣
大
僕
員
外
卿
金
思
蘭
臨
國
。
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侃
加
捜
王
爲
開
府
儀
同
三
司
寧
海
軍
使
。
登
兵
撃
蛛
輻
南
鄙
。
會
大
雪
丈
饒
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
山
路
阻
隆
。
士
卒
死
者
過
孚
。
無
功
而
還
。
金
思
蘭
本
王
族
。
先
因
入
朝
。
恭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
而
有
禮
。
因
留
宿
衛
。
及
是
委
以
出
彊
之
任
。
当
記
事
に
関
連
す
る
記
事
を
伝
え
る
中
国
史
料
は
次
の
如
し
。
①
『
旧
唐
書
』
本
紀
　
開
元
二
十
年
　
九
月
乙
巳
。
渤
海
鞍
輻
冠
登
州
。
殺
刺
史
重
俊
。
命
左
領
軍
將
軍
蓋
幅
順
登
　
兵
討
之
②
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
　
開
元
二
十
一
年
　
渤
海
蛛
輻
越
海
入
窪
登
州
。
時
興
光
族
人
金
思
蘭
先
因
入
朝
留
京
師
。
拝
爲
　
太
僕
員
外
卿
。
至
是
遣
麟
國
聚
兵
以
討
蛛
輻
。
侃
加
授
興
光
爲
開
府
儀
同
三
　
司
。
寧
海
軍
使
。
③
『
旧
唐
書
』
渤
海
蘇
輻
伝
　
開
元
二
十
年
　
武
藝
遣
其
將
張
文
休
率
海
賊
攻
登
州
刺
史
章
俊
。
詔
遣
門
藝
往
幽
州
徴
兵
以
　
討
之
。
価
令
太
僕
員
外
卿
金
思
蘭
往
新
羅
登
兵
以
攻
其
南
境
。
囑
山
阻
寒
凍
。
　
雪
深
丈
餓
。
兵
死
者
過
牛
。
寛
無
功
而
還
。
④
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
初
。
渤
海
蘇
輻
掠
登
州
。
興
光
撃
走
之
。
帝
進
興
光
寧
海
軍
大
使
。
使
攻
蘇
　
輻
。
⑤
『
新
唐
書
』
渤
海
伝
　
後
十
年
。
武
藝
遣
大
將
張
文
休
率
海
賊
攻
登
州
。
帝
馳
遣
門
藝
登
幽
州
兵
撃
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之
。
使
太
僕
卿
金
思
蘭
使
新
羅
。
督
兵
攻
其
南
。
會
大
寒
。
雪
裏
丈
。
士
凍
　
死
過
牛
、
無
功
而
還
。
⑥
『
唐
会
要
』
新
羅
開
元
二
十
一
年
　
加
興
光
寧
海
軍
使
。
其
年
。
令
太
僕
卿
員
外
置
同
正
員
金
思
蘭
使
於
新
羅
。
　
思
蘭
本
新
羅
之
行
人
。
恭
而
有
禮
。
因
留
宿
衛
。
及
是
委
以
出
彊
之
任
。
且
　
便
之
也
。
⑦
『
封
冊
』
開
元
二
十
一
年
　
是
歳
。
渤
海
靱
輻
越
海
入
冠
登
粟
。
詔
新
羅
王
金
興
光
機
兵
討
之
。
例
加
授
　
興
光
開
府
儀
同
三
司
寧
海
軍
使
。
　
右
の
う
ち
③
は
新
羅
出
兵
を
開
元
二
十
年
に
か
け
る
。
し
か
し
こ
の
史
料
の
主
眼
は
前
半
部
に
あ
り
、
そ
れ
は
①
に
あ
る
渤
海
、
鞍
輻
攻
撃
の
第
一
陣
が
同
年
九
月
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
新
羅
出
兵
の
年
次
は
②
⑤
⑥
に
従
い
開
元
二
十
一
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
羅
紀
は
こ
の
記
事
を
開
元
二
十
一
年
甘
聖
徳
三
十
二
年
条
に
、
「
七
月
」
と
い
う
中
国
諸
史
料
に
見
え
な
い
月
次
を
掲
げ
、
配
置
す
る
。
そ
の
文
章
は
、
複
数
の
中
国
史
書
に
よ
る
文
飾
が
甚
だ
し
い
。
す
な
わ
ち
文
字
の
横
に
。
を
付
し
た
も
の
は
②
⑦
、
・
は
③
、
△
は
⑥
に
よ
る
文
飾
と
断
定
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
◎
、
▲
は
そ
れ
ぞ
れ
③
、
⑥
と
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
は
錯
綜
し
、
ベ
ー
ス
と
な
る
記
事
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
◎
、
▲
の
存
在
も
前
述
（
C
）
と
矛
盾
す
る
。
後
述
。
　
（
h
）
二
二
一
番
、
二
二
二
番
、
二
壬
二
番
（一
＃
ｪ
）
「
秋
七
月
。
遣
伊
喰
金
隠
居
入
唐
貢
方
物
。
侃
請
加
冊
名
。
　
　
　
窟
殿
宴
見
。
」
帝
御
紫
（一
°
縺
j
「
春
。
唐
代
宗
遣
倉
部
郎
中
臨
崇
敬
蒙
御
史
中
丞
。
持
節
費
冊
書
。
　
　
　
　
珊
王
爲
開
府
儀
同
三
司
新
羅
王
。
象
珊
王
母
金
氏
爲
大
妃
。
」
（
二
二
〇
）
「
九
月
。
遣
使
入
唐
朝
貢
。
」
①
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
　
大
暦
二
年
　
憲
英
卒
。
國
人
立
其
子
乾
蓮
爲
王
。
傍
遣
其
大
臣
金
隠
居
奉
表
入
朝
。
貢
方
　
物
。
請
加
冊
名
。
三
年
。
上
遣
倉
部
郎
中
兼
御
史
中
丞
。
賜
紫
金
魚
袋
臨
崇
　
敬
。
持
節
珊
書
往
弔
珊
之
。
以
乾
蓮
爲
開
府
儀
同
三
司
新
羅
王
。
傍
冊
乾
蓮
　
母
爲
太
妃
。
②
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
大
暦
初
。
憲
英
死
。
子
乾
運
立
。
甫
艸
。
遣
金
隠
居
入
朝
待
命
。
詔
倉
部
郎
　
中
臨
崇
敬
往
弔
。
監
察
御
史
陸
挺
。
顧
惜
爲
副
冊
授
之
。
井
母
金
爲
太
妃
。
　
會
其
宰
相
孚
樺
相
攻
。
國
大
齪
。
三
歳
乃
定
。
於
是
朝
献
。
③
『
唐
会
要
』
新
羅
大
暦
二
年
　
憲
英
卒
。
珊
立
其
子
乾
蓮
爲
王
。
三
年
二
月
。
命
倉
部
郎
中
録
崇
敬
兼
御
史
　
中
丞
。
持
節
冊
命
。
叉
冊
乾
蓮
母
爲
太
妃
。
④
『
冊
府
元
亀
」
帝
王
部
宴
享
　
大
暦
三
年
　
五
月
丙
寅
。
御
紫
震
殿
宴
新
羅
（
中
略
）
使
。
⑥
『
朝
貢
』
大
暦
二
年
　
是
年
。
新
羅
王
金
乾
蓮
遣
其
臣
金
隠
居
。
奉
表
入
朝
貢
方
物
。
⑥
　
同
　
大
暦
三
年
　
九
月
。
新
羅
（
中
略
）
遣
使
朝
貢
。
⑦
『
封
冊
』
大
暦
二
年
　
二
月
。
以
新
羅
王
金
憲
英
卒
。
國
人
立
其
子
乾
蓮
爲
王
。
遣
其
臣
金
隙
居
請
　
加
珊
名
。
詔
以
倉
部
郎
中
蹄
崇
敬
象
御
史
中
費
丞
。
持
節
珊
書
弔
勝
之
。
以
60
　
乾
蓮
爲
開
府
儀
同
三
司
新
羅
王
。
循
冊
乾
蓮
母
爲
太
妃
。
⑧
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
　
大
暦
二
年
　
新
羅
王
金
憲
英
卒
。
子
乾
蓮
立
。
右
の
中
国
史
料
に
よ
れ
ば
、
唐
は
大
暦
二
年
に
、
お
そ
ら
く
金
隠
居
の
入
朝
に
よ
っ
て
金
憲
英
（
景
徳
王
）
の
死
と
金
乾
運
（
恵
恭
王
）
の
嗣
位
を
知
り
、
翌
三
年
に
冊
命
使
を
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
、
羅
紀
の
記
事
で
あ
る
が
、
二
二
〇
番
記
事
は
⑤
の
転
載
で
あ
ろ
う
。
二
一
八
番
、
一
＝
九
番
記
事
は
①
④
⑤
と
近
似
す
る
が
、
月
次
等
独
自
の
内
容
を
含
み
、
依
拠
書
を
指
摘
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
は
④
の
年
次
を
誤
刻
と
し
、
④
と
⑤
を
接
続
し
て
記
事
の
枠
組
み
を
作
っ
た
か
、
あ
る
い
は
連
続
し
た
記
載
の
あ
る
①
を
下
敷
に
し
た
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。
な
お
②
に
は
冊
命
使
に
関
す
る
詳
細
な
記
載
が
あ
る
が
、
採
用
し
て
い
な
い
。
　
さ
て
羅
紀
で
は
景
徳
前
王
の
死
を
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
と
し
、
次
の
よ
う
な
分
註
を
付
す
。
　
古
記
云
。
永
泰
元
年
乙
巳
卒
。
而
曹
唐
書
及
資
理
通
鑑
皆
云
。
大
暦
二
年
新
　
羅
王
憲
英
卒
。
量
其
誤
耶
。
『
旧
唐
書
』
は
「
古
記
」
に
矛
盾
す
る
詳
細
な
記
載
ゆ
え
に
批
判
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
記
載
の
詳
細
な
史
料
名
を
挙
げ
ず
、
あ
え
て
ご
く
簡
潔
な
記
載
し
か
な
い
『
資
治
通
鑑
』
を
名
指
し
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
さ
ら
に
、
右
に
み
た
よ
う
に
二
一
八
番
、
二
一
九
番
記
事
は
①
巨
『
旧
唐
書
』
の
記
載
が
参
照
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
羅
紀
編
者
は
自
ら
が
名
指
し
で
批
判
し
た
史
料
を
記
事
作
成
に
用
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
点
、
後
述
。
皿
　
以
上
、
羅
紀
編
者
の
対
中
国
交
渉
記
事
作
成
の
手
順
と
し
て
、
　
（
C
）
一
つ
の
中
国
史
料
を
ベ
ー
ス
と
し
、
　
（
D
）
ベ
ー
ス
と
し
た
以
外
の
他
史
料
に
関
連
記
事
が
あ
る
場
合
に
は
、
ベ
ー
　
　
　
ス
と
し
た
記
事
の
文
体
を
壊
さ
ぬ
よ
う
配
慮
し
つ
つ
な
る
べ
く
拾
遺
す
　
　
　
る
一
方
、
　
（
B
）
当
該
国
に
関
係
の
な
い
部
分
は
省
略
す
る
。
記
事
作
成
の
史
料
と
し
て
、
　
（
E
）
「
古
記
」
を
重
視
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
（
C
）
に
つ
い
て
、
ベ
ー
ス
と
な
る
記
事
の
選
定
基
準
は
「
最
も
詳
細
な
記
載
の
あ
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
も
今
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
中
国
諸
史
料
に
対
す
る
評
価
と
し
て
　
（
A
）
『
冊
府
元
亀
』
の
重
視
、
　
（
F
）
『
資
治
通
鑑
』
の
特
視
、
を
指
摘
し
た
。
　
先
ず
（
A
）
に
つ
い
て
一
言
。
　
羅
紀
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
原
史
料
に
つ
い
て
考
え
る
時
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
I
D
I
（
b
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
す
で
に
中
国
史
料
を
引
用
し
て
い
る
可
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
性
が
あ
る
「
古
記
」
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
古
記
」
の
う
ち
、
『
三
国
史
記
』
編
纂
に
際
し
て
最
も
重
視
さ
れ
た
の
は
所
謂
『
旧
三
国
史
』
で
あ
ろ
う
。
末
松
保
和
氏
に
よ
れ
ば
、
『
旧
三
国
史
』
は
九
一
八
～
一
〇
一
〇
年
の
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
に
撰
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
中
国
史
書
は
こ
の
『
旧
三
国
史
』
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
H
B
に
見
た
朝
貢
記
事
な
ど
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の
中
国
史
書
を
引
用
し
た
「
古
記
」
に
す
で
『三国史記』記載対中国関係記事について61
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
に
記
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
『
冊
府
元
亀
』
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
鮮
半
島
へ
の
伝
来
は
一
〇
九
二
年
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
『
冊
府
元
亀
』
の
記
載
は
簡
潔
な
が
ら
他
史
書
に
見
え
な
い
記
事
、
特
に
新
羅
と
唐
と
の
交
渉
を
豊
富
に
伝
え
て
お
り
（
前
掲
表
参
照
）
、
か
っ
検
索
す
る
に
易
い
。
こ
れ
ら
は
羅
紀
編
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
新
史
料
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
羅
紀
の
文
章
は
『
冊
府
元
亀
』
の
記
載
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
特
に
月
次
に
関
し
て
は
取
捨
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
す
な
わ
ち
、
『
冊
府
元
亀
』
の
重
視
と
は
、
お
そ
ら
く
中
国
史
書
の
引
用
に
よ
っ
て
対
中
国
交
渉
記
事
を
記
載
し
て
い
た
「
古
記
」
を
重
と
し
つ
つ
、
そ
の
文
章
を
『
冊
府
元
亀
』
に
よ
り
文
飾
し
た
結
果
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
（
C
）
と
の
関
係
で
言
え
ぽ
、
基
本
的
に
は
最
も
詳
細
な
記
載
を
持
つ
中
国
史
料
を
ベ
ー
ス
と
し
て
記
事
を
作
る
の
で
あ
る
が
、
短
文
で
中
国
史
料
間
に
特
別
の
差
異
が
な
い
場
合
に
は
、
一
律
に
『
冊
府
元
亀
』
を
文
飾
の
た
め
に
利
用
し
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
　
次
に
、
記
事
作
成
の
手
順
と
し
て
指
摘
し
た
（
C
）
（
D
）
（
B
）
に
矛
盾
す
る
H
C
l
（
c
）
、
（
h
）
と
H
D
－
（
c
）
（
六
＝
蕾
記
事
）
、
（
e
）
、
（
g
）
、
（
h
）
の
六
っ
の
記
事
に
つ
い
て
。
　
H
D
ー
（
9
）
、
（
h
）
は
中
国
史
書
に
よ
る
文
飾
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
引
用
が
錯
綜
し
て
お
り
、
こ
れ
が
羅
紀
編
纂
時
に
な
さ
れ
た
と
す
る
と
（
C
）
と
矛
盾
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
H
D
1
（
h
）
は
『
旧
唐
書
』
に
よ
っ
て
文
飾
し
て
い
な
が
ら
、
羅
紀
編
者
は
そ
の
『
旧
唐
書
』
の
記
述
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
H
D
l
（
h
）
の
『
旧
唐
書
』
に
よ
る
文
飾
が
羅
紀
編
者
の
仕
事
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
う
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
H
D
1
（
g
）
に
於
て
、
『
冊
府
元
亀
』
の
文
章
は
『
旧
唐
書
』
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
事
も
『
旧
唐
書
」
『
新
唐
書
』
『
唐
会
要
』
、
す
な
わ
ち
『
旧
三
国
史
』
の
段
階
で
も
利
用
可
能
な
史
書
に
よ
っ
て
文
飾
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
両
記
事
が
『
旧
三
国
史
』
等
の
段
階
で
中
国
諸
史
料
に
よ
り
文
飾
さ
れ
て
い
て
羅
紀
編
纂
時
に
於
て
加
筆
す
べ
き
新
史
料
が
な
く
、
さ
ら
に
、
す
で
に
か
な
り
長
文
で
あ
り
中
国
史
料
を
ベ
ー
ス
に
し
て
の
作
文
も
し
難
か
っ
た
た
め
に
、
羅
紀
編
者
は
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
と
考
え
る
。
両
記
事
は
（
E
）
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。
　
H
D
I
（
e
）
は
、
中
国
史
料
か
ら
は
知
り
得
な
い
独
自
の
記
述
が
多
く
、
そ
れ
は
朝
貢
使
と
皇
帝
と
の
会
話
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
「
冬
」
条
と
し
て
二
つ
の
朝
貢
記
事
（
六
八
番
、
六
九
番
）
を
併
記
す
る
の
で
あ
る
が
、
両
朝
貢
の
関
係
が
明
か
で
な
く
、
文
章
の
つ
な
が
り
も
悪
い
。
さ
て
中
国
史
料
に
よ
る
文
飾
を
指
摘
で
き
る
の
は
六
九
番
記
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
三
分
の
一
以
下
に
す
ぎ
ず
、
『
旧
唐
書
』
『
新
唐
書
』
な
ど
の
『
旧
三
国
史
』
段
階
で
も
利
用
可
能
な
史
料
を
除
く
と
、
『
冊
府
元
亀
』
が
わ
ず
か
に
利
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
六
九
番
記
事
は
金
春
秋
の
言
動
を
中
心
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
春
秋
は
第
二
九
代
新
羅
王
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
国
王
と
な
っ
た
人
物
の
渡
海
と
い
う
特
別
な
事
情
を
考
え
れ
ぽ
、
彼
に
関
す
る
記
録
の
中
で
も
よ
り
詳
細
な
記
録
が
存
在
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
こ
の
記
録
に
加
え
、
『
旧
三
国
史
』
等
が
『
旧
唐
書
』
『
新
唐
書
』
を
利
用
し
て
い
た
と
考
え
る
と
、
『
旧
三
国
史
』
の
段
階
で
す
で
に
長
大
か
つ
詳
細
な
記
録
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
、
羅
紀
編
纂
時
に
関
連
中
国
諸
史
料
と
比
較
し
て
も
改
め
て
加
筆
す
べ
き
事
項
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で
羅
紀
編
者
は
中
国
史
料
を
べ
ー
ス
と
す
る
こ
と
な
く
、
「
古
記
」
の
記
載
を
中
心
に
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
（
E
）
。
あ
き
ら
か
に
『
冊
府
元
亀
』
に
よ
る
文
飾
で
あ
る
c
部
分
の
存
在
は
、
変
則
的
で
は
あ
る
が
、
（
D
）
と
し
て
理
解
し
た
い
。
62
　
E
C
i
（
c
）
、
H
D
1
（
c
）
（
六
一
番
記
事
）
は
（
C
）
と
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
が
、
『
資
治
通
鑑
』
に
よ
っ
て
文
飾
、
月
次
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
。
さ
て
田
中
俊
明
氏
は
、
麗
紀
に
於
て
『
資
治
通
鑑
』
が
文
飾
の
た
め
の
史
料
と
し
て
特
別
の
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
（
2
2
）
る
。
残
念
な
が
ら
『
資
治
通
鑑
』
に
は
新
羅
と
中
国
諸
王
朝
と
の
交
渉
に
つ
い
て
記
す
と
こ
ろ
は
多
く
な
く
、
そ
れ
の
記
事
の
豊
富
さ
で
は
『
冊
府
元
亀
』
に
譲
る
。
そ
の
た
め
か
羅
紀
に
於
い
て
は
、
麗
紀
に
於
け
る
『
資
治
通
鑑
』
の
位
置
を
、
前
述
の
よ
う
に
『
冊
府
元
亀
』
が
占
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
僅
か
一
例
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
を
持
つ
中
国
諸
史
料
の
な
か
か
ら
『
資
治
通
鑑
』
を
選
ん
で
文
飾
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
は
（
I
D
l
（
f
）
）
、
羅
紀
編
者
も
ま
た
『
資
治
通
鑑
』
を
文
飾
の
た
め
の
史
料
と
し
て
重
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
H
D
l
（
d
）
、
（
h
）
に
於
て
、
『
資
治
通
鑑
』
を
名
指
し
で
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
、
重
視
し
て
い
る
が
故
の
、
逆
の
表
現
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
、
羅
紀
に
於
い
て
も
『
資
治
通
鑑
』
は
語
句
の
修
飾
の
た
め
に
特
別
に
重
視
さ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
う
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
H
C
l
（
c
）
は
『
新
唐
書
』
を
、
H
D
I
（
c
）
（
六
一
番
記
事
）
は
『
冊
府
元
亀
』
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、
原
則
を
破
っ
て
、
『
資
治
通
鑑
』
に
よ
り
月
次
の
加
筆
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
行
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。
　
I
D
I
（
c
）
（
六
一
番
記
事
）
、
（
h
）
は
（
D
）
と
矛
盾
す
る
。
し
か
し
n
D
1
（
c
X
六
一
番
記
事
〉
に
於
い
て
『
新
唐
書
』
劉
仁
軌
伝
が
不
採
用
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
劉
仁
軌
個
人
の
戦
果
を
中
心
に
記
す
も
の
で
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
H
D
ー
（
h
）
に
不
採
用
と
な
っ
た
『
唐
会
要
』
の
当
該
年
条
は
前
述
の
ご
と
く
混
乱
し
て
お
り
、
『
文
苑
英
華
』
は
羅
紀
編
者
が
利
用
し
た
か
確
証
が
な
い
。
両
記
事
に
於
け
る
詳
細
記
事
の
不
採
用
は
、
右
の
よ
う
に
説
明
で
き
と
考
え
る
。
　
以
上
、
羅
紀
編
者
は
、
中
国
諸
史
料
を
無
作
為
に
転
載
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
原
則
の
下
に
記
事
作
成
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
国
史
料
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
尊
重
し
、
安
易
な
文
章
　
　
　
　
（
2
4
）
作
成
を
し
な
い
。
こ
の
厳
格
な
態
度
は
、
羅
紀
の
史
料
的
価
値
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
態
度
と
一
見
矛
盾
す
る
、
中
国
諸
史
料
に
あ
り
な
が
ら
羅
紀
に
不
採
用
と
な
っ
て
い
る
記
事
の
存
在
は
如
何
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
V
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
て
欄
筆
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
四
・
＝
丁
初
稿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
八
・
一
一
・
改
稿
）
注
（
1
）
　
主
た
る
研
究
は
金
錫
享
氏
『
古
代
朝
日
関
係
史
』
。
（
2
）
　
井
上
秀
雄
氏
「
『
三
国
史
記
』
の
原
典
を
も
と
め
て
」
（
『
新
羅
史
基
礎
研
究
』
所
収
、
　
初
出
は
『
朝
鮮
學
報
』
四
七
）
、
田
中
俊
明
氏
「
旧
三
国
史
と
三
国
史
記
」
（
『
朝
鮮
學
報
』
　
八
三
）
、
「
『
三
国
史
記
』
中
国
史
書
引
用
の
再
検
討
－
特
に
そ
の
成
立
の
研
究
の
基
礎
作
　
業
と
し
て
ー
」
（
同
百
四
）
、
坂
元
義
種
氏
「
『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
の
史
料
批
判
－
中
　
国
諸
王
朝
と
の
交
渉
記
事
を
中
心
に
i
」
（
『
百
済
史
の
研
究
』
所
収
、
初
出
は
『
韓
』
四
　
－
二
）
、
「
『
三
国
史
記
』
と
中
国
史
書
」
（
『
時
野
谷
勝
教
授
退
官
記
念
日
本
史
論
集
』
所
　
収
）
、
「
『
三
国
史
記
』
分
注
の
検
討
i
『
三
国
遺
事
』
と
中
国
史
書
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
（
末
松
保
和
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
史
論
簗
』
所
収
）
、
中
尾
敏
郎
氏
「
『
三
　
国
史
記
』
三
国
相
互
交
渉
記
事
の
検
討
ー
原
典
探
求
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
ー
」
　
（
『
史
境
』
一
〇
）
。
一
九
六
〇
年
以
前
の
研
究
と
し
て
は
津
田
左
右
吉
氏
「
三
国
史
記
高
　
句
麗
紀
の
批
判
」
（
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
一
二
所
収
、
初
出
は
『
満
鮮
地
理
史
研
究
報
告
』
　
九
）
、
三
品
彰
英
氏
「
高
句
麗
王
都
考
－
三
国
史
記
高
句
麗
本
紀
の
批
判
を
中
心
と
し
て
　
ー
」
（
『
朝
鮮
學
報
』
一
）
、
「
三
国
史
記
高
句
麗
本
紀
の
原
典
批
判
」
（
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
　
六
）
が
あ
る
。
「三国史記』記載対中国関係記事について63
（
3
）
　
今
西
龍
氏
「
朱
蒙
伝
説
及
老
獺
稚
伝
説
」
（
『
朝
鮮
古
史
の
研
究
』
所
収
、
初
出
は
　
『
藝
文
』
　
山
パ
ー
一
　
一
）
。
（
4
）
　
末
松
保
和
氏
「
旧
三
国
史
と
三
国
史
記
」
（
『
青
丘
史
草
第
二
』
所
収
、
初
出
は
『
朝
　
鮮
學
報
』
三
九
・
四
〇
合
輯
）
。
（
5
）
　
末
松
保
和
氏
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
別
巻
　
東
洋
史
料
集
成
」
第
三
章
朝
鮮
　
3
三
国
　
（
2
）
研
究
』
。
（
6
）
　
坂
元
義
種
氏
「
『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
の
史
料
批
判
」
（
前
掲
）
。
（
7
）
　
田
中
俊
明
氏
「
『
三
国
史
記
』
中
国
史
書
引
用
の
再
検
討
」
（
前
掲
）
。
（
8
）
　
以
下
、
中
国
諸
史
料
は
、
『
冊
府
元
亀
』
『
文
苑
英
華
』
は
大
化
書
局
版
、
『
唐
会
要
』
　
は
世
界
書
局
版
、
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
朝
鮮
史
編
集
会
編
『
朝
鮮
史
』
一
編
第
一
巻
、
そ
　
の
他
は
中
華
書
局
版
に
よ
っ
た
。
な
お
羅
紀
の
対
中
国
交
渉
記
事
の
出
典
を
指
摘
し
た
も
　
の
と
し
て
、
文
科
大
学
史
誌
叢
書
『
三
国
史
記
』
（
坪
井
九
馬
三
・
日
下
寛
校
訂
　
吉
川
弘
　
文
館
）
、
朝
鮮
史
編
修
会
編
『
朝
鮮
史
』
第
一
編
第
一
巻
、
第
二
編
、
東
洋
文
庫
『
三
国
　
史
記
』
一
（
井
上
秀
雄
著
　
平
凡
社
）
が
あ
る
。
本
稿
作
成
の
際
、
参
照
し
た
。
（
9
）
　
こ
の
新
羅
王
名
に
つ
い
て
は
今
西
龍
氏
「
新
羅
骨
品
考
」
（
『
新
羅
史
研
究
』
所
収
、
　
初
出
は
『
史
林
』
七
－
一
）
、
末
松
保
和
氏
「
梁
書
新
羅
伝
考
」
（
『
新
羅
史
の
諸
問
題
』
　
所
収
、
初
出
は
「
梁
書
新
羅
伝
の
啄
評
に
つ
い
て
」
『
青
丘
學
叢
』
二
五
）
参
照
。
（
1
0
）
　
一
四
番
、
一
五
番
、
二
〇
番
、
二
二
番
、
二
四
番
、
二
七
番
、
七
二
番
、
一
六
二
番
、
　
一
七
一
番
、
二
五
四
番
記
事
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
関
連
中
国
史
料
、
ま
た
中
国
史
　
料
間
に
ほ
と
ん
ど
差
違
が
な
く
、
検
討
で
き
な
い
。
（
1
1
）
　
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
封
冊
条
。
以
下
『
封
冊
』
と
略
す
。
（
1
2
）
　
『
文
苑
英
華
』
四
七
一
　
新
羅
書
。
こ
こ
に
は
新
羅
王
金
興
光
に
宛
て
た
「
書
」
が
　
三
首
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
年
次
不
明
史
料
と
し
て
不
採
用
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
　
あ
る
い
は
『
文
苑
英
華
』
は
朝
鮮
半
島
諸
国
と
中
国
諸
王
朝
と
の
交
渉
を
伝
え
る
記
事
は
　
ほ
と
ん
ど
な
く
、
後
述
す
る
『
天
地
瑞
祥
志
』
と
同
様
、
『
三
国
史
記
』
編
者
が
利
用
し
　
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
（
1
3
）
①
『
旧
唐
書
』
高
麗
伝
貞
観
十
七
年
邉
使
上
言
。
高
麗
。
百
濟
。
累
相
攻
襲
。
　
亡
失
敏
十
城
。
爾
國
連
兵
。
慧
在
滅
臣
杜
理
。
謹
遣
陪
臣
。
瞬
命
大
國
。
乞
偏
師
救
助
。
太
宗
遣
相
里
玄
奨
齎
璽
書
賜
高
麗
日
。
新
羅
委
命
國
家
。
不
閾
朝
献
。
爾
與
百
濟
。
宜
即
賊
兵
。
若
更
攻
之
。
明
年
當
出
師
撃
爾
國
莫
。
④
『
新
唐
書
』
高
麗
伝
會
新
羅
邊
使
者
上
書
言
。
高
麗
。
百
濟
聯
和
。
將
見
討
。
謹
蹄
命
天
子
。
帝
問
。
若
何
而
菟
。
使
者
日
。
計
窮
　
。
惟
陛
下
哀
憐
。
帝
日
。
我
以
偏
兵
率
契
丹
。
鞍
輻
入
遼
東
。
而
國
可
経
一
歳
。
一
策
也
。
我
以
緯
砲
丹
幟
敷
千
賜
而
國
。
至
。
建
以
陣
。
二
國
見
。
謂
我
師
至
。
必
走
。
二
策
也
。
百
濟
侍
海
。
不
脩
戎
械
。
我
以
舟
師
敷
萬
襲
之
。
而
國
女
君
。
故
爲
鄭
侮
。
我
以
宗
室
主
而
國
。
待
安
則
自
守
之
。
三
策
也
。
使
者
計
執
取
。
使
者
不
能
封
。
於
是
遣
司
農
丞
相
里
玄
奨
以
璽
書
讃
高
麗
。
且
使
止
勿
攻
。
使
未
至
。
而
蓋
蘇
文
己
取
新
羅
二
城
。
玄
奨
論
帯
旨
。
答
日
。
往
陪
見
侵
。
新
羅
乗
畳
奪
我
地
五
百
里
。
今
非
蓋
反
地
。
兵
不
止
。
玄
奨
日
。
往
事
鳥
足
論
邪
。
遼
東
故
中
國
郡
縣
。
天
子
且
不
取
。
高
麗
焉
得
違
詔
。
不
從
。
⑤
『
新
唐
書
』
百
済
伝
貞
観
十
六
年
與
高
麗
連
和
伐
新
羅
。
取
四
十
鯨
城
。
登
兵
守
之
。
叉
謀
取
業
項
城
。
絶
貢
道
。
新
羅
告
急
。
帝
遣
司
農
丞
相
里
玄
奨
齎
詔
書
論
解
。
⑥
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
貞
観
十
七
年
爲
高
麗
。
百
高
濟
所
攻
。
使
者
來
乞
師
。
⑦
（
後
掲
）
（
1
4
）
　
前
記
羅
紀
善
徳
王
十
六
年
条
註
に
は
「
二
十
五
年
」
と
あ
る
が
、
「
二
十
二
年
」
の
　
誤
記
あ
る
い
は
誤
刻
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
現
存
『
三
国
史
記
』
を
現
存
中
国
諸
　
史
料
と
比
較
し
て
き
た
が
、
『
三
国
史
記
』
撰
上
本
や
、
『
三
国
史
記
』
編
者
が
手
に
し
た
　
中
国
諸
史
料
は
現
在
見
る
も
の
と
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
単
な
　
る
文
字
比
較
に
よ
る
依
拠
書
の
詮
索
は
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
起
こ
り
得
よ
う
。
　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
と
り
あ
え
ず
の
検
討
の
結
　
果
を
提
出
し
、
後
考
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。
（
1
5
）
　
注
記
に
言
う
『
唐
書
』
と
は
、
こ
の
場
合
『
旧
唐
書
』
『
新
唐
書
』
両
新
羅
伝
を
指
　
す
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
田
中
氏
註
（
7
）
論
文
は
、
『
三
国
史
記
』
に
お
い
て
単
に
『
唐
書
』
あ
る
い
は
『
階
唐
書
』
と
記
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
新
旧
い
ず
れ
を
指
し
、
ど
の
様
　
な
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
（
1
6
）
　
①
『
旧
唐
書
』
本
紀
　
貞
観
二
十
二
年
閏
十
二
月
癸
未
　
新
羅
王
遣
其
相
伊
賛
千
。
　
金
春
秋
及
其
子
文
王
來
朝
。
64
　
②
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
貞
観
二
十
二
年
眞
徳
遣
其
弟
國
相
。
伊
賛
干
金
春
秋
及
其
子
　
文
王
來
朝
。
詔
授
春
秋
爲
特
進
。
文
王
爲
左
武
衛
將
軍
。
春
秋
請
詣
國
學
観
繹
彙
及
講
論
。
　
太
宗
因
賜
以
所
制
温
湯
及
晋
祠
碑
井
新
撰
脅
書
。
將
蠕
國
。
令
三
品
以
上
宴
饅
之
。
優
禮
　
甚
構
。
　
③
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
貞
観
二
十
二
年
遣
使
文
王
及
弟
伊
質
子
春
秋
來
朝
。
拝
文
王
　
左
武
衛
將
軍
。
春
秋
特
進
。
因
請
改
章
服
。
從
中
國
制
。
内
出
珍
服
賜
之
。
叉
詣
國
學
観
，
繹
輿
。
請
論
。
帯
賜
所
製
否
書
。
僻
飼
。
勅
三
品
以
上
郊
饅
。
　
④
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
褒
異
貞
観
二
十
二
年
十
二
月
。
新
羅
國
其
相
伊
賛
於
金
春
　
秋
及
其
子
文
王
來
朝
。
帯
遣
先
緑
卿
柳
亨
持
節
郊
勢
之
。
既
至
以
春
秋
爲
特
進
。
文
王
爲
　
左
武
衛
將
軍
、
春
秋
価
請
改
其
章
服
。
以
從
中
中
製
。
於
是
内
出
称
服
賜
春
秋
等
。
令
府
　
給
其
將
從
。
　
⑤
同
右
　
貞
観
二
十
三
年
　
二
月
癸
巳
。
特
進
新
羅
金
春
秋
還
國
。
令
三
品
巳
上
宴
饅
之
。
　
優
禮
甚
備
。
　
⑥
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
貞
観
二
十
二
年
十
二
月
癸
未
新
羅
相
金
春
秋
及
其
子
文
王
入
　
見
。
春
秋
眞
徳
之
弟
也
。
上
以
春
秋
爲
特
進
。
文
王
爲
左
武
衛
將
軍
。
春
秋
講
改
章
服
從
　
中
國
。
内
出
冬
服
賜
之
。
（
1
7
）
①
『
旧
唐
書
』
百
済
伝
麟
徳
二
年
八
月
。
隆
到
熊
津
城
。
與
新
羅
王
法
敏
。
刑
白
　
馬
而
盟
先
祀
神
祇
及
川
谷
之
紳
。
而
後
猷
血
。
其
盟
文
日
。
往
者
百
濟
先
王
。
迷
於
逆
順
。
　
不
敦
鄭
好
。
不
睦
親
姻
。
結
託
高
麗
。
交
通
倭
國
。
共
爲
残
暴
。
侵
創
新
羅
。
破
邑
屠
城
。
　
略
無
寧
歳
。
天
子
欄
一
物
之
失
所
。
憐
百
姓
之
無
皐
。
頻
命
行
人
。
遣
其
和
好
負
瞼
特
遠
。
　
侮
慢
天
繧
。
皇
赫
斯
怒
。
恭
行
弔
伐
。
施
旗
所
指
。
一
戎
大
定
。
固
可
潴
宮
汚
宅
。
作
誠
　
來
蕎
、
塞
源
抜
本
。
垂
訓
後
昆
。
然
懐
柔
伐
叛
。
前
王
之
令
典
。
興
亡
繊
絶
。
往
哲
之
通
　
規
。
事
必
師
古
。
傳
諸
嚢
珊
。
故
立
前
百
濟
太
子
司
稼
正
卿
扶
餓
隆
爲
熊
津
都
督
。
守
其
　
祭
祀
．
保
其
桑
梓
。
筒
新
羅
。
畏
爲
與
國
各
除
宿
憾
結
好
和
親
。
恭
承
詔
命
。
永
爲
藩
服
。
　
価
遣
使
人
右
威
衛
將
軍
魯
城
縣
公
劉
仁
願
。
親
臨
勤
識
。
具
宣
成
旨
。
約
之
以
婚
姻
申
之
　
以
盟
誓
。
刑
牲
歓
血
。
共
敦
終
始
。
分
災
憧
患
。
恩
若
弟
兄
。
砥
奉
編
言
。
不
敢
失
墜
。
　
既
盟
之
後
。
共
保
歳
寒
。
若
有
棄
信
不
恒
。
二
三
其
徳
。
興
兵
動
衆
。
侵
犯
邊
陸
。
明
紳
　
竪
之
。
百
狭
是
降
。
子
孫
不
昌
。
社
理
無
守
。
煙
祀
磨
滅
。
岡
有
遺
餓
。
故
作
金
書
鐵
契
。
藏
之
宗
廟
。
子
孫
萬
代
。
無
或
敢
犯
紳
之
聴
之
。
是
饗
是
幅
。
劉
仁
軌
之
辞
也
。
猷
詑
。
埋
幣
吊
於
壇
下
之
吉
地
。
藏
其
盟
書
於
新
羅
之
廟
。
仁
願
仁
軌
等
既
還
。
隆
催
新
羅
。
尋
臨
京
師
。
②
『
旧
唐
書
』
劉
仁
軌
伝
麟
徳
二
年
封
泰
山
。
仁
軌
領
新
羅
及
百
濟
耽
羅
倭
四
國
酋
長
赴
會
。
高
宗
甚
幌
。
擢
拝
大
司
憲
。
③
『
新
唐
書
』
百
済
伝
麟
徳
二
年
與
新
羅
王
會
熊
津
城
。
刑
白
馬
之
盟
。
仁
軌
爲
盟
群
日
。
往
百
濟
先
王
。
岡
顧
逆
順
。
不
敦
郵
不
睦
親
。
與
高
麗
倭
。
共
侵
削
新
羅
。
破
邑
屠
城
。
天
子
憐
百
姓
無
翠
。
命
行
人
修
好
。
先
王
負
瞼
侍
遽
。
侮
慢
弗
恭
。
皇
赫
斯
怒
。
是
伐
是
夷
。
但
興
亡
繊
絶
。
王
者
通
制
。
故
立
前
太
子
隆
爲
熊
津
都
督
。
守
其
祭
祀
。
附
杖
新
羅
。
長
爲
與
國
。
結
好
除
怨
。
恭
天
子
命
。
永
爲
藩
服
。
右
威
衛
將
軍
魯
城
縣
公
仁
願
。
親
臨
豚
盟
。
有
試
其
徳
。
興
兵
動
衆
。
明
神
監
之
。
百
殊
是
降
。
子
孫
不
育
。
杜
理
無
守
。
世
世
母
敢
犯
。
乃
作
金
書
鐵
契
。
藏
新
羅
廟
中
。
仁
願
等
還
。
隆
畏
衆
捲
散
。
亦
臨
京
師
。
④
『
新
唐
書
』
劉
仁
軌
伝
及
封
太
山
。
仁
軌
乃
率
新
羅
百
濟
僻
羅
倭
四
國
酋
長
赴
會
。
天
子
大
悦
。
擢
爲
大
司
憲
。
遷
右
相
兼
検
校
太
子
左
中
護
。
累
功
封
樂
城
縣
男
。
⑤
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
麟
徳
二
年
。
上
命
熊
津
都
尉
扶
絵
隆
與
新
羅
王
法
敏
繹
去
藷
怨
。
八
月
壬
子
。
同
盟
子
熊
津
城
。
劉
仁
軌
以
新
羅
百
濟
耽
羅
倭
國
使
者
。
浮
海
西
還
。
會
祠
泰
山
高
麗
亦
邉
太
子
編
男
來
侍
祠
。
十
月
丙
寅
。
上
議
東
都
。
從
駕
文
武
儀
杖
。
激
百
里
不
絶
。
列
螢
置
幕
。
彌
亘
原
野
。
東
自
高
麗
西
至
波
斯
烏
長
諸
國
。
朝
會
者
各
帥
其
厨
屋
從
。
弩
厘
轟
幕
牛
羊
駝
馬
。
填
咽
道
路
。
時
比
歳
豊
稔
。
米
斗
至
五
鍍
。
褻
豆
不
列
干
市
。
⑥
『
天
地
瑞
祥
志
』
巻
二
十
麟
徳
二
年
秋
八
月
。
勅
使
劉
仁
願
新
羅
王
及
百
濟
隆
盟
子
就
利
山
。
其
序
日
上
古
炎
黄
之
化
。
即
有
戦
孚
之
事
。
阪
泉
琢
鹿
。
構
王
者
之
師
。
途
乎
発
舜
揖
譲
而
君
天
下
。
施
仁
恩
而
罷
征
伐
。
行
義
而
止
千
父
。
語
其
升
降
。
曾
何
等
級
。
夏
般
相
織
。
復
用
戎
車
。
密
兵
革
之
凶
免
。
知
文
徳
之
鐡
乱
。
乃
興
盟
誓
之
禮
。
以
杜
職
伐
之
源
。
非
夫
聖
帝
哲
王
。
莫
能
行
之
者
也
。
故
成
湯
股
之
聖
天
子
。
而
景
毫
之
盟
。
替
文
周
之
覇
諸
侯
。
而
有
践
土
之
盟
。
夏
后
將
戦
於
甘
。
而
作
甘
誓
。
周
王
陳
於
牧
野
。
而
作
牧
誓
。
由
此
言
之
。
盟
誓
之
禮
。
其
所
從
來
自
久
。
春
秋
二
百
四
十
年
中
。
諸
侯
盟
誓
多
英
。
布
在
方
廻
。
不
待
煩
言
。
及
至
漢
高
租
。
詠
暴
秦
。
滅
強
項
。
威
加
四
海
。
徳
被
『三国史記』記載対中国関係記事について65
八
荒
。
乃
與
佐
命
功
臣
。
剖
符
作
誓
。
其
文
臼
。
使
太
山
如
礪
。
黄
河
如
帯
。
子
孫
傳
國
。
及
於
後
蕎
。
申
以
丹
書
之
誓
。
重
以
白
馬
之
盟
。
藏
之
金
遺
。
以
垂
萬
代
。
然
太
山
何
時
可
如
礪
。
黄
河
何
時
可
如
帯
。
意
欲
奪
崇
租
考
。
安
固
子
孫
。
決
定
嫌
疑
。
錫
除
猫
豫
。
君
臣
揖
談
於
上
。
百
姓
詠
歌
於
下
。
仁
恩
露
於
草
木
。
禮
義
治
於
昆
轟
。
時
無
孚
訟
之
聲
。
俗
保
大
康
之
樂
。
斯
乃
一
人
有
慶
。
兆
庶
頼
之
者
也
。
故
知
盟
誓
之
義
。
其
大
　
哉
。
結
隣
國
之
激
心
。
成
異
邦
之
好
合
。
共
敦
和
購
。
永
息
侵
凌
。
拝
既
天
地
。
流
芳
不
朽
。
可
気
不
支
。
勉
λ
鰍
支
。
其
文
日
。
維
大
唐
麟
徳
二
年
歳
次
己
丑
。
八
月
庚
子
朔
十
三
日
壬
子
。
難
林
州
大
都
督
左
衛
大
將
軍
開
府
儀
同
三
司
上
柱
國
新
羅
王
金
法
敏
司
稼
正
卿
行
熊
津
州
都
督
扶
鯨
隆
等
。
敢
昭
告
干
皇
天
后
土
山
谷
神
砥
。
往
者
百
濟
先
王
。
迷
於
逆
順
。
不
敦
隣
好
。
不
睦
親
姻
。
結
託
高
麗
。
交
通
倭
國
。
共
爲
残
暴
。
侵
削
新
羅
。
剰
邑
屠
城
。
略
無
寧
歳
。
丁
肚
苦
於
征
役
。
老
弱
疲
於
輔
輸
脂
膏
潤
於
野
草
。
優
屍
遍
於
道
路
。
天
子
欄
一
物
之
失
所
。
憐
百
姓
之
無
皐
。
頻
命
行
人
。
遣
其
和
好
。
負
瞼
侍
遠
。
侮
慢
天
纒
。
皇
赫
斯
怒
。
襲
行
弔
伐
。
施
旗
所
指
。
若
火
僚
原
。
電
掃
風
騙
。
一
戎
大
定
。
威
績
戴
於
海
外
聲
教
被
於
殊
方
。
固
可
潴
宮
汀
宅
。
作
範
來
窩
。
塞
源
抜
本
。
垂
訓
後
昆
。
然
懐
柔
伐
叛
。
前
王
之
令
典
。
興
亡
繊
絶
。
往
哲
之
通
規
。
事
必
師
古
。
傳
諸
襲
珊
。
故
授
前
百
濟
太
子
司
稼
正
卿
扶
齢
隆
。
爲
熊
津
都
督
。
守
其
祭
祀
。
保
其
桑
梓
。
依
椅
新
羅
。
長
爲
與
國
。
各
除
宿
憾
。
結
好
和
親
。
恭
承
詔
命
。
永
爲
藩
服
。
乃
遣
使
人
右
威
衛
將
軍
上
桂
國
魯
城
縣
開
國
公
劉
仁
願
。
親
臨
勤
喩
。
具
宣
成
旨
。
約
之
以
婚
姻
。
申
之
以
盟
誓
。
刑
牲
畝
血
。
共
敦
終
始
。
分
災
憧
患
。
恩
若
弟
兄
。
砥
奉
編
言
。
不
敢
失
墜
。
既
盟
之
後
。
共
保
歳
寒
。
若
有
乖
背
不
恒
。
二
三
其
徳
。
興
兵
動
衆
。
倭
犯
邊
睡
。
明
紳
襲
之
。
百
殊
是
降
。
使
其
子
孫
不
育
。
杜
穰
無
守
。
裡
杷
磨
滅
。
岡
有
遺
鯨
。
故
作
金
書
鐵
券
。
藏
之
宗
廟
。
子
孫
萬
代
。
無
敢
犯
。
紳
之
聴
之
。
是
饗
是
幅
。
⑦
『
唐
会
要
』
新
羅
麟
徳
二
年
八
月
。
法
敏
與
熊
津
都
督
扶
鯨
隆
盟
干
百
濟
之
熊
津
城
。
其
盟
書
藏
干
新
羅
之
廟
。
子
是
帯
方
州
刺
史
劉
仁
軌
領
新
羅
百
濟
耽
羅
倭
人
四
國
使
。
　
浮
海
西
還
。
以
赴
太
山
之
下
。
（
1
8
）
　
田
中
俊
明
氏
は
「
旧
三
国
史
と
三
国
史
記
」
（
前
掲
）
に
於
て
、
高
句
麗
本
紀
の
検
討
　
か
ら
、
『
旧
三
国
史
』
が
す
で
に
『
後
漢
書
』
を
引
用
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
さ
　
れ
て
い
る
。
（
1
9
）
　
末
松
保
和
氏
「
旧
三
国
史
と
三
国
史
記
」
（
前
掲
）
。
（
2
0
）
　
『
三
国
史
記
』
編
纂
以
前
の
中
国
史
書
の
朝
鮮
半
島
へ
の
伝
来
を
示
す
史
料
と
し
て
、
　
・
『
周
書
』
高
麗
傳
　
書
籍
有
五
纒
。
三
史
。
三
國
志
。
晋
陽
秋
。
　
・
『
蘇
東
城
集
』
奏
議
集
巻
十
三
「
論
高
麗
買
利
害
割
子
第
三
首
」
　
　
淳
化
四
年
（
九
九
三
）
。
大
中
鮮
符
九
年
（
一
〇
一
六
）
。
天
禧
五
年
（
一
〇
一
＝
）
曾
賜
高
　
　
麗
九
繧
書
。
史
記
、
雨
漢
書
、
三
國
志
。
脅
書
。
諸
子
暦
日
。
聖
恵
方
陰
陽
。
地
理
書
　
　
等
。
　
・
『
海
東
繹
史
』
巻
四
十
二
　
藝
文
志
纒
籍
穂
論
　
　
宣
和
間
（
一
一
一
九
～
二
五
年
）
有
奉
使
高
麗
者
。
其
國
異
書
甚
富
。
自
先
秦
以
後
。
蕾
　
　
唐
階
梁
之
書
皆
有
之
。
不
知
幾
千
家
幾
干
集
。
　
　
靖
宗
十
年
（
一
〇
四
四
）
八
月
。
西
京
報
。
京
内
進
士
明
脛
等
。
諸
業
墨
人
。
所
業
書
籍
　
　
率
皆
傳
鷺
。
字
多
乖
錯
。
講
分
賜
秘
閣
所
藏
九
纏
漢
奮
唐
書
論
語
孝
経
子
史
諸
家
文
集
　
　
竪
卜
地
理
律
簿
諸
書
。
　
・
同
巻
四
十
三
　
藝
文
志
脛
籍
中
國
書
目
1
　
　
奮
書
。
太
宗
貞
観
二
十
年
（
六
四
六
）
閏
三
月
。
詔
司
室
房
玄
齢
等
。
撰
晋
書
後
敏
載
而
　
　
書
就
。
藏
之
秘
府
。
以
其
書
賜
皇
太
子
。
及
新
羅
使
者
各
一
部
。
　
　
哲
宗
元
砧
元
年
（
一
〇
八
六
）
。
高
麗
王
邊
使
。
請
市
太
卒
御
覧
。
按
高
麗
史
。
粛
宗
六
　
　
年
（
一
一
〇
一
）
。
兵
部
郎
中
臭
延
寵
如
宋
。
以
朝
旨
購
太
竿
御
覧
。
宋
人
秘
不
許
。
延
　
　
寵
上
表
懇
請
乃
得
還
又
明
宗
二
十
二
年
（
一
一
九
〇
）
。
宋
商
來
獄
太
卒
御
覧
。
賜
六
十
　
　
斤
。
　
　
元
砧
七
年
（
一
〇
九
二
）
。
高
麗
遣
使
黄
宗
懇
講
市
書
甚
衆
。
禮
部
樹
書
蘇
転
。
講
勿
許
。
　
　
然
卒
市
冊
府
元
亀
以
闘
。
　
・
『
宋
史
』
高
麗
傳
　
　
哲
宗
立
（
一
〇
八
六
～
一
一
〇
〇
）
。
遣
使
金
上
埼
奉
慰
。
林
賢
致
賀
。
請
市
刑
法
之
書
。
　
　
太
平
御
覧
。
開
寳
通
禮
。
文
苑
英
華
詔
惟
賜
文
苑
英
華
一
書
。
　
　
（
元
祐
）
七
年
（
一
〇
九
二
）
。
詔
許
買
金
箔
。
然
卒
市
珊
府
元
亀
以
蹄
。
　
さ
て
右
の
よ
う
に
中
国
史
書
が
伝
来
す
る
一
方
、
朝
鮮
半
島
で
は
盛
ん
に
史
書
が
編
纂
さ
66
れ
て
い
る
。
井
上
秀
雄
氏
「
『
三
国
遺
事
』
と
『
三
国
史
記
』
」
（
『
ア
ジ
ア
公
論
』
九
－
五
）
　
に
よ
れ
ば
、
『
旧
三
国
史
』
以
降
、
一
〇
三
二
年
頃
に
『
七
代
事
蹟
』
、
一
〇
九
六
年
に
『
海
東
三
国
通
暦
』
、
一
一
〇
六
～
一
＝
＝
一
年
に
は
洪
灌
が
コ
ニ
韓
以
来
事
蹟
」
を
編
纂
し
、
『
古
今
録
』
の
名
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
史
書
が
中
国
史
書
を
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
　
こ
と
は
十
分
予
想
で
き
よ
う
。
と
な
れ
ば
『
三
国
史
記
』
編
者
の
手
元
に
は
、
中
国
史
料
　
に
よ
っ
て
文
飾
を
受
け
た
か
も
知
れ
な
い
「
古
記
」
が
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
（
2
1
）
　
注
（
2
0
）
参
照
。
（
2
2
）
　
田
中
氏
は
『
資
治
通
鑑
』
の
朝
鮮
半
島
へ
の
伝
来
が
『
三
国
史
記
』
編
纂
直
前
で
あ
　
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
註
（
7
）
論
文
参
照
。
（
2
3
）
　
羅
紀
編
者
の
「
『
資
治
通
鑑
』
の
特
視
」
を
傍
証
す
る
記
事
と
し
て
、
四
四
番
記
事
を
　
指
摘
す
る
事
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
（
四
四
）
秋
七
月
。
遽
使
大
唐
獄
美
女
二
人
。
魏
徴
以
爲
不
宜
受
。
上
喜
日
。
彼
林
邑
獣
鵬
　
鵡
。
猴
言
苦
寒
。
思
蹄
其
國
。
況
二
女
遠
別
親
戚
乎
。
付
使
者
露
之
。
①
『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
貞
観
五
年
　
遣
使
獄
女
樂
二
人
。
皆
髭
髪
美
色
。
太
宗
謂
侍
臣
日
。
膜
聞
聲
色
之
娯
。
不
如
好
徳
。
且
　
山
川
阻
遠
。
懊
土
可
知
。
近
日
林
邑
獣
白
鵬
鵡
。
術
解
思
郷
。
訴
講
還
國
。
鳥
猫
如
此
。
　
況
人
情
乎
。
股
慰
其
遠
來
。
必
思
親
戚
。
宜
付
使
者
。
聴
邉
還
家
。
②
『
新
唐
書
』
新
羅
伝
　
貞
観
五
年
獣
女
樂
二
。
太
宗
日
。
比
林
邑
獄
鵬
鵡
。
言
思
郷
。
再
還
。
況
於
人
乎
。
付
使
者
蹄
之
。
③
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
貞
観
五
年
十
一
月
丁
卯
。
新
羅
獣
美
女
二
人
。
魏
徴
以
爲
不
宜
受
。
上
喜
日
。
林
邑
鵬
鵡
猫
能
自
言
苦
寒
。
思
露
其
國
。
況
二
女
遠
別
親
戚
乎
。
井
鵬
鵡
。
各
付
使
者
而
錦
之
。
す
な
わ
ち
太
宗
の
言
を
よ
り
詳
細
に
記
す
『
旧
唐
書
』
を
採
ら
ず
、
『
資
治
通
鑑
』
を
転
載
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
『
資
治
通
鑑
』
が
伝
え
る
「
十
一
月
」
と
い
う
月
次
を
採
ら
ず
、
「
七
月
」
と
い
う
独
自
の
月
次
を
記
す
事
で
あ
る
。
H
D
l
（
a
）
で
は
新
羅
に
於
け
る
入
貢
使
の
発
遣
と
、
そ
の
使
節
が
中
国
史
料
に
記
さ
れ
る
月
次
と
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
考
え
た
が
、
こ
の
四
四
番
記
事
の
「
七
月
」
と
い
う
月
次
も
「
古
記
」
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
史
実
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ぽ
、
八
〇
番
記
事
も
そ
の
文
章
は
『
朝
貢
』
に
よ
っ
て
い
な
が
ら
「
十
月
」
と
い
う
月
次
を
採
ら
ず
、
「
七
月
」
と
い
う
　
独
自
の
月
次
を
記
す
。
三
六
番
、
八
〇
番
記
事
は
中
国
史
料
「
に
十
月
」
と
あ
る
に
も
か
　
か
わ
ら
ず
、
羅
紀
に
は
「
七
月
」
と
記
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
間
三
ケ
月
。
四
四
番
記
事
の
　
「
十
一
月
」
は
太
宗
の
言
に
か
か
る
か
ら
、
新
羅
使
の
入
朝
は
そ
れ
よ
り
若
干
早
か
っ
た
　
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
新
羅
使
の
「
十
月
」
入
朝
と
い
う
慣
例
が
あ
り
、
そ
の
た
め
　
に
彼
ら
は
三
ケ
月
の
余
裕
を
持
っ
て
「
七
月
」
に
出
発
し
た
の
で
は
な
い
か
。
三
八
番
記
　
事
に
あ
る
唐
使
は
ニ
ケ
月
で
新
羅
に
到
着
し
て
お
り
、
唐
・
羅
間
は
普
通
の
行
程
と
し
て
　
は
ニ
ケ
月
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
試
み
に
記
す
の
み
。
（
2
4
）
　
た
だ
し
、
H
C
ー
（
h
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
記
事
を
個
別
に
作
成
し
た
た
め
、
歴
　
史
的
事
実
に
矛
盾
す
る
記
事
も
存
在
す
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
こ
　
の
よ
う
な
原
史
料
に
対
し
て
の
厳
格
な
態
度
は
、
国
内
史
料
1
1
「
古
記
」
に
対
し
て
も
同
　
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
「
『
三
国
史
記
』
記
載
「
倭
」
関
係
　
記
事
に
つ
い
て
1
全
「
倭
」
の
字
を
検
討
す
る
ー
」
（
『
委
刊
邪
馬
台
国
』
二
六
）
に
於
い
て
　
若
干
触
れ
た
事
が
あ
る
。
（
2
5
）
　
『
三
国
史
記
』
に
お
い
て
中
国
史
書
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
い
　
わ
ゆ
る
「
東
明
王
伝
説
」
に
対
す
る
先
学
の
評
価
を
一
瞥
し
て
お
く
。
「
東
明
王
伝
説
」
　
に
つ
い
て
は
朝
鮮
側
に
『
高
句
麗
広
開
土
王
碑
』
、
『
旧
三
国
史
』
逸
文
、
中
国
側
に
『
論
　
衡
』
、
『
魏
略
』
、
『
魏
書
』
、
『
後
漢
書
』
等
、
豊
富
な
史
料
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
『
三
国
史
記
』
と
の
比
較
の
結
果
、
津
田
氏
は
「
大
体
『
旧
三
国
史
』
の
記
載
を
略
説
し
た
に
す
ぎ
な
い
」
（
「
三
国
史
記
高
句
麗
本
紀
の
批
判
」
前
掲
）
と
さ
れ
、
末
松
氏
は
「
あ
と
う
か
ぎ
り
中
国
史
書
の
記
載
を
採
っ
て
、
『
旧
三
国
史
』
の
伝
え
を
棄
て
去
っ
た
」
（
「
『
旧
三
国
史
』
と
『
三
国
史
記
』
」
前
掲
）
と
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
両
説
を
子
細
に
み
て
み
る
と
、
津
田
氏
は
『
旧
三
国
史
』
と
『
三
国
史
記
』
に
お
け
る
固
有
名
詞
の
一
致
率
に
注
目
さ
れ
、
末
松
氏
は
『
三
国
史
記
』
の
文
章
が
『
魏
書
』
に
よ
っ
て
作
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
固
有
名
詞
等
の
肝
要
な
点
は
『
旧
三
国
史
』
に
よ
り
、
文
章
簡
略
化
の
材
料
と
し
て
『
魏
書
』
を
使
用
し
て
い
る
と
す
る
田
中
氏
の
評
価
（
「
『
三
国
史
記
』
撰
進
と
『
旧
三
国
史
』
」
前
掲
）
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
で
は
文
章
簡
略
化
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
業
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
す
で
に
三
品
氏
が
指
摘
『三国史記』記載対中国関係記事について
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
東
明
王
伝
説
」
は
『
旧
三
国
史
』
段
階
で
内
容
的
に
最
も
発
展
し
た
形
を
示
す
が
（
「
三
国
史
記
高
句
麗
本
紀
の
原
典
批
判
」
前
掲
）
、
『
三
国
史
記
』
で
は
中
国
史
料
に
見
え
な
い
姶
祖
誕
生
前
の
物
語
を
前
置
き
と
し
、
そ
の
後
は
『
魏
書
』
を
転
載
す
る
。
こ
こ
で
『
旧
三
国
史
』
に
見
え
る
内
容
の
い
く
つ
か
は
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
固
有
名
詞
等
は
『
旧
三
国
史
』
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
中
国
史
料
の
う
ち
最
も
詳
細
な
記
載
の
あ
る
『
魏
書
』
を
ベ
ー
ス
と
し
て
そ
の
文
体
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、
「
古
紀
」
の
記
載
を
加
筆
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
中
国
史
料
の
利
用
の
仕
方
は
小
稿
で
検
討
し
た
羅
紀
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
稿
の
結
論
は
『
三
国
史
記
』
編
者
の
中
国
史
料
に
対
す
る
態
度
と
し
て
一
般
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
お
坂
元
氏
は
「
百
済
滅
亡
記
事
の
一
節
」
を
材
料
に
、
「
三
国
史
記
が
中
国
史
書
に
よ
っ
て
記
事
を
作
る
と
き
、
」
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
関
係
記
事
を
採
用
す
る
」
た
め
に
「
特
定
の
史
書
に
よ
っ
て
文
を
構
え
る
と
い
う
安
易
は
捨
て
、
い
く
つ
も
の
関
連
史
書
を
転
々
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
記
事
を
採
用
」
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
「
『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
の
史
料
批
判
」
前
掲
）
。
中
国
史
料
の
引
用
が
す
べ
て
『
三
国
史
記
』
編
者
の
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
さ
れ
、
小
稿
と
異
な
っ
た
結
論
を
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
羅
紀
の
記
事
の
一
部
分
を
検
討
し
た
に
過
ぎ
な
い
小
稿
の
範
囲
を
越
え
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
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